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１.趣旨 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、教育委員会は、毎年教育行政事務

の管理及び執行状況について、点検・評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出

するとともに、公表することとなっています。 

北竜町教育委員会は、効果的な教育行政の一層の推進を図るとともに、町民の皆様への

説明責任を果たすため毎年度、教育委員会事務の点検・評価を行い、学識経験者の意見を

付して報告書を作成・公表することといたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２.点検・評価の対象 

 

点検・評価の対象は、教育委員会の活動状況等の点検のほかに、令和３年度教育行政執

行方針に掲げた主要な事業実施状況について点検・評価を実施いたしました。 

 

 

３.点検・評価の実施方法 

 

   点検・評価報告書については、令和３年度教育行政執行方針に掲げられた主要な事業及

び各事業の基本施策に基づく、内容、成果、自己評価・課題等を所管係が作成するととも

に、点検・評価の客観性を確保するため、点検評価方法や結果などについて、学識経験を

有する者（活動評価委員）からも意見を聴取しています。 

  

評価ランク 

A  ～ 充分達成した 

B  ～ 概ね達成した 

C  ～ やや達成した 

D  ～ 達成に向けて努力している 

E  ～ 取り組み無し 

-  ～ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点により実施できなかった 

 

社会教育、社会体育事業の自己評価一覧表 評価ランク 

5  ～ 充分達成した          

4  ～ 概ね達成した 

3  ～ やや達成した 

2  ～ 達成に向けて努力している 

1  ～ 取り組み無し 

無印 ～ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点により実施できなかった 

【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点 

 検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも 

 に、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有す 

 る者の知見を活用するものとする。 
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令和４年度（令和３年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                    総務・学校教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

１ .学 校 教 育

の充実 

１）教育条件

の整備 

 ア)学力の 

 向上と定着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ)学校施 

 設の整備 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）教材・ 

 教具等の整 

 備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちの「確かな学力」を育てるため

学習環境の向上と定着に努めた。 

 新型コロナウイルス感染症の影響により

２年ぶりの実施となった全国学力・学習状況

調査の結果は、小学校では国語、算数ともに 

全国を下回った。国語は全道を下回ったが、

算数は上回った。中学校では、国語、数学と

もに全国、全道を上回る結果となった。 

 この結果を基に、学校改善プランを作成す

るなど、基礎学力の定着・向上に努めた。 

 また、学習等の支援を必要とする児童のた

め小学校に学習支援員を 1 名配置した。 

 小学校は 5･6 年が複式で担任１名となるた

め、複式の補助として町単独で教職員１名を

採用予定だったが、応募がなく採用に至らな

かった。 

  

子どもたちがより良い環境の中で、充実し

た教育が受けられるよう、両校ともにトイレ

洋式化工事を行った。小学校は 2 階手洗い給

湯設備増設工事、パソコン教室冷房機設置工

事を行った。 

小学校施設設備の主な改修状況 

 トイレ洋式化工事       979 千円 

  ２階手洗い給湯設備増設工事  352 千円 

 パソコン教室冷房機設置工事 1,661 千円 

  バスケットゴール滑車ワイヤー交換修理 

                572 千円 

中学校施設設備の主な改修状況 

  トイレ洋式化工事      1,804 千円 

 体育館エキスパンション修理  863 千円 

    

子どもたちの能力と適正に応じた学習効

果を高めるため、教材・教具の整備を図って

きた。 

小学校教材備品等の整備状況 

 児童用机           305 千円 

 電気掃除機          63 千円 

 Apple TV 他             54 千円 

 タブレット用床置スタンド   46 千円 

オムロン手首式血圧計      9 千円 

パルスオキシメーター     25 千円 

  解剖顕微鏡               50 千円 

糸鋸盤他             203 千円 

 直線電子ミシン           148 千円 

 ＣＤポータブルシステム     46 千円 

カラー時計模型               18 千円 

 

 

 

 

  引き続き、学習指導方法の工夫

改善、長期休業中の学習サポー

ト、家庭との連携等を推進してい

くとともに、教育振興会等の研修

を促進し、教職員の指導力の向上

に努めていく。  

 臨時教職員の採用について学

校とも相談して確保を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町の総合計画に沿って、年次的

に改修工事など進めていく。 

急な故障等は児童生徒への安

全性を都度判断し、必要な対処を

実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校と連携し教材教具等の整

備を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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令和４年度（令和３年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                    総務・学校教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ）通学対 

 策等の整備 

 

 

 

 

 

 

２）教育内容 

の充実 

  ア)学ぶ意  

  欲を育て個 

  性を生かす 

  教育の推進 

 

ミシンコントローラー単品   11 千円 

基礎練習短冊黒板       25 千円 

中学校教材備品等の整備状況 

バリトンサクスフォン     599 千円 

バレー支柱          392 千円 

ガラス蓋蒸し器         5 千円 

洗濯機            36 千円 

合唱台            358 千円 

指揮者譜面台         23 千円 

衝突実験機          89 千円 

力学的エネルギー実験機    88 千円 

生物顕微鏡          160 千円 

ダニエル電池         14 千円 

 

 「美葉牛線」「竜西線」「碧水線」は地域

公共交通として、一般住民との住民混乗方式

を実施している。 

 安全運転と事故防止に努め、全町的な視点

に立った児童生徒の通学対策に努めた。 

 学校・PTA・建設課等通学路の合同点検を行

い通学路の安全確保を点検した。 

 

 児童生徒に対して異文化に慣れ親しむた

めの環境づくりを推進するため、外国語指導

助手（ALT）1 名を中学校を拠点として配置し、

各学校の授業、保育所や学童保育での活用を

はかり、英語に慣れ親しみ、異文化理解やコ

ミュニケーション能力の育成に努めた。 

 外国語指導助手派遣委託業務  5,148 千円 

 

道の退職教員等外部人材活用事業を活用

し、元高校英語教師を時間講師で雇用し、小

学校に配置し外国語の授業で活用を図った。 

 また、同講師を塾講師として雇用し、学力

向上と学校以外での学習習慣定着化を図る

ため、公設学習塾（英語）を開設。小学 5 年

生から中学 3 年生の 20 名が参加した。 

 

中学校の世界のひまわりの栽培は、新型コ

ロナウイルス感染症によるひまわりまつり

中止に伴い、ひまわりガイドも中止となった

が、中学校のホームページに世界のひまわり

を紹介した動画を掲載した。 

中学校３年生の職場体験も町内事業所の

協力を得て実施した。 

小学校の総合学習では、故郷の特色を学び

地域との連携強化に繋がった。 

 

 多くの子ども達に夢を持つ素晴らしさを

伝える「夢の教室」は、2 度の FIFA ワールド

カップや 2004 年のアテネオリンピックに出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も利用対象児童生徒数や運

行経路に合わせ、バスの車種や経

路等を見直し効率的な運行が必

要である。 

 また通学路の安全確保に務め

ていく。 

 

 

 国際社会に対応できる人材の

育成のため、引き続き外国語指導

助手を小中学校及び学童保育や

保育所へ派遣を行う。 

 

 

 

 

小学校の時間講師も、児童が外

国語を学ぶために非常に有効で

あり継続していく。 

英語の公設学習塾は、英検受験

者の増加など、学習習慣定着化の

一端を担えている。英語力の向上

のため引き続き、塾内容の充実に

務めていく。 

児童、生徒の郷土愛と自尊心の

育成のため、地域の教材や学習環

境を積極的に活用し、学習活動を

継続して行っていく。 

 

 

 

 

 

 

子どもたちに夢や目標に向か

って努力しようとする意識を育

むため継続して実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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令和４年度（令和３年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                    総務・学校教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

   

 

 

 

イ)道徳教 

  育の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ)特別支 

  援教育の整 

  備 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ)準要保 

  護児童生徒 

  就学援助 

 

 

 

 

 

 

オ)児童生 

  徒の学校給 

  食の充実・ 

  支援 

 

 

 

 

 

 

カ)健康教 

育の充実 

場した小林弥生氏を講師とし、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のため、オンラインで

実施した。 

 

 「私たちの道徳」の効果的な活用により、心

に響く道徳教育の充実を図り、児童生徒が、互

いを尊重し協力し合うなど、豊かな人間関係

を構築しながら、自己を成長させていく、「豊

かな心」の育成に努めた。 

 また、「北竜町いじめ防止対策基本方針」に

基づき、北竜町いじめ対策連絡協議会を年２

回開催し、いじめに関する情報交換を行った。 

小・中連携事業で小学５年生から中学３年

生まで一緒の「いじめ根絶集会」を実施した。 

集会では、小中縦割りグループで「いじめ根

絶メッセージ、決意の言葉」を話し合い発表し

た。 

 

個々に応じた適正な学習機会の確保ときめ

細やかな教育が実施されるよう、特別支援学

級を小学校に 4 学級、中学校に１学級設置し

た。   

更に、小学校に特別支援教育支援員を 1 名

配置し、適切な指導・必要な支援を行った。 

特別支援児童生徒就学援助実施状況 

 小学校 7 名  中学校 2 名 

  特別支援教育就学奨励費 

1,065 千円 

 

経済的理由によって就学困難と認められる

児童生徒の保護者に対し支援を図った。また、

従来入学後に支給していた「新入学学用品費

等」を、入学前の 3 月に前倒しして支給でき

るようにした。 

準要保護児童生徒援助実施状況 

 小学校 2 名  中学校 1 名 

  準要保護児童生徒援助費     351 千円 

 

北空知圏学校給食組合にて、地域の農産物

を使用するなど、安心・安全な給食を提供する

とともに、給食費の無料化を実施し（平成 28

年度～令和 5 年度）保護者の負担軽減を図っ

た。 

給食組合の負担額及び給食費助成の状況 

 北空知圏学校給食組合負担金 11,088 千円 

 小学校児童給食費助成金      2,528 千円 

 中学校生徒給食費助成金     1,642 千円 

 

健康と命の大切さについて学び、自らの健

康を適切に管理し、がんに対する正しい知識

とがん患者に対する正しい認識をもつよう町 

 

 

 

 

特別活動や総合的な学習時間

においても、自ら考え主体的に

判 断 す る 力 の 育 成 に 努 め て い

く。  

 各種情報の共有を図り、学校・

教育委員会及び地域との連携を

深め、地域全体でいじめの未然

防止・早期発見に努めていく。 

  

 

 

 

 

 

特別支援が必要なケースが発

生した場合には、北竜町特別支

援連携協議会にてきめ細やかな

対応を行っていく。 

また、今後も必要に応じて、特

別支援教育支援員等の配置を図

り、関係者や関係機関と十分に

連携しながら、相談・支援体制の

充実に努めていく。 

 

 

準要保護児童生徒の学用品等

及び給食費の負担軽減を継続し

て行っていく。 

 

 

 

 

 

 

給食費の無料化を継続してい

く。 

  給食センターの協力を得て、

食 育 教 育 な ど 活 用 を 図 っ て い

く。 

 

 

 

 

 

今 後 も 継 続 し て 実 施 し て い

く。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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令和４年度（令和３年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                    総務・学校教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

 

キ)新入学 

 児童に対す

る支援 

 

 

 

  

 

ク)修学旅 

 行に対する  

 支援 

 

 

 

 

 

 

ケ)各種検 

 定事業に対

する支援 

 

 

  コ)中学生 

 短期語学留 

 学に対する 

 支援 

 

 

 

 

 

  サ)奨学資 

 金貸付事業 

 の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ)教職員 

 の研修と福 

 利厚生の充 

 実 

保健師によるがん教育を実施した。 

 

次代を担う児童の健全育成を図るため小学

校に入学する児童に 5 万円の入学祝金を交付

する「入学祝金事業」を実施し保護者の負担軽

減を図った。 

 また、就学援助費同様入学前の 3 月に前倒

しして支給できるようにした。 

入学祝金事業            550 千円 

 

 小・中学生の修学旅行費の定額助成（小学生

1 万円・中学生 4 万円）する「修学旅行費助成

事業」を実施し保護者の負担軽減を図った。ま

た、新型コロナウイルス感染症による緊急事

態宣言により発生したキャンセル料等を増額

助成した。 

 小学校修学旅行費助成事業    340 千円 

 中学校修学旅行費助成事業    668 千円 

 

学習意欲の向上のため、漢検や英検等の資

格取得に対して助成を行う「北竜町児童生徒

各種検定料助成事業を実施した。 

漢字検定(34 名)英語検定(27 名) 109 千円 

 

中学生短期語学留学助成事業は、未来を担

う北竜町の中学生に海外で学習する機会を与

えることにより異文化の理解、視野の拡大と

英語力の資質向上を図ることを目的として、

英検 3 級以上取得者を対象に募集した。 

対象者が 1 名いたが、新型コロナウイルス

感染症のため、渡航環境が整わず実施出来な

かった。 

 

 経済的理由によって、進学が閉ざされるこ

とが無いよう貸付を実施し、支援に努めた。 

 また、令和 2 年度から実施している新型コ

ロナウイルス感染症により家計が影響を受け

た世帯を支援するため、大学生及び短大生等

に貸付額 25 千円を増額する特別奨学資金貸付

事業を継続して実施した。 

奨学金貸付状況 

 令和 3 年貸付金額      6,900 千円 

  大学生 13 人・短大生等 4 人 

特別奨学資金貸付事業 

 令和 3 年度貸付額      1,200 千円 

大学生 3 人・短大生等 1 人 

 

教職員の資質向上を目的とした研修・研修会

への参加の奨励及び北竜町教育振興会の充実

を図るため、事業助成と健康診断の助成をお

こなった。 

  

 

今後も継続して実施していく。 

 

 

 

  

 

 

 

今後も継続して実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も継続して実施していく。 

 

 

 

 

 今 後 も 継 続 し て 実 施 し て い く

が、生徒の安全が確保された状況

での実施が第一のため、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けな

い 時 期 や 行 き 先 を 慎 重 に 検 討 す

る。 

 

 

 

 今後も事業を継続し、支援して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更に教職員の専門性を高めるた

め研修会に積極的に参加できる体

制づくりの支援を図る。 

 また学習指導要領の改訂による 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 
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令和４年度（令和３年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                    総務・学校教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

   

 

 

 

   

 

また、教職員のメンタルヘルス不調を未然

に防止するため、ストレスチェックを実施し

た。 

教職員への助成事業状況 

 校長会・教頭会助成金       170 千円 

  教育振興会補助金        588 千円 

  教職員健康診断負担金      454 千円 

  教職員人間ドック助成       12 千円 

 教職員ストレスチェック         53 千円 

多様化する教育に対して対応

できるよう継続して支援してい

く。 
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令和４年度（令和３年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                       社会教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

２ .生 涯 学 習

の推進 

１）多様な学

習機会の提供

と学習情報の

提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）生涯学習 

の 推 進 体 制 

の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ひまわり大学や公民館講座を開講し、町民

が自主的に学習できる場や町民主体のサー

クル活動が行える場の提供に努めた。 

 公民館講座では、これまで成人男性の参加

が少なかった現状を踏まえ、新たにプラモデ

ル教室を企画し、実施した。 

また、町広報誌による各種事業の実施状況

や生涯学習カレンダーや防災無線等で学習

情報の提供を行った。 

 ※詳細は社会教育事業実施内容を参照 

 

 

 

 

 第 6 次北竜町社会教育中間計画に基づき、

社会教育事業を計画・実施した。実施した事

業に対して、社会教育委員並びにスポーツ推

進委員に事業の反省や評価を検証していた

だいた。 

 

 

 各団体の会員の高齢化も進み

会員の減少となっているので、各

サークルの継続に向け支援を行

っていく。 

 ひまわり大学や公民館講座へ

の参加者が固定化傾向にあるた

め、新規参加者を増やせるよう広

報などを通じて PR していく。 

 

 

 

 

 

 

引き続き、町民の学習ニーズに

応えられる体制作りに努めてい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 
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令和４年度（令和３年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                       社会教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

３. 社会教育

の充実 

１）青少年教

育 

 ア）学習活 

 動機会の提 

 供 

 

 

 

 

 

 

 

 イ）異世代 

 間交流機会 

 の提供 

 

 

 

 ウ）団体組 

 織の強化と 

 指導者の育 

 成 

 

  

 

 

 

２）成人教育 

学 習 機 会 の 

提 供 と 指 導 

体制の充実 

 

 

 

 

３）家庭教育 

学 習 機 会 の 

充実と提供 

 

 

 

 

 

４）高齢者教 

育 学 習 機 会 

の提供 

 

 

 

 

 

 

 昨年同様、コロナ対策のためリーダーキャ

ンプを日帰りで実施した。 

北空知シニアリーダー研修会は例年 12 月

に１泊２日で行っていたが、コロナ対策のた

め日帰り開催とし、０泊２日の日程で行っ

た。３月のステップアップ研修会は中止。 

 昨年度始めたボランティア事業も、コロナ

の影響でうまく活動できなかったが、夏休み

のふれあい事業には高校生 3 名が参加した。 

               

 子どもと高齢者のふれあい事業を実施し、

労作体験や食育体験等を通して異世代交流

を図り、高齢者の経験を活かした知識や能力

を子どもたちに伝承する機会を設けた。 

 

 

 子どもたちの健やかな成長と健全な育成

を図るため、子ども会育成連絡協議会や各種

スポーツ少年団において、目的にあった活動

を行っている。 

 また、各組織に携わる指導者の育成に努め

た。 

 北竜町子ども会育成連絡協議会 122 千円 

 北竜町スポーツ少年団本部   130 千円 

 

 成人後も自ら学ぶ機会を設けるため、公民

館講座を開講し、コロナ禍でも町民が学べる

機会を提供することができた。 

・実施～押し花教室、英会話教室、書画教室 

    プラモデル教室（新） 

・中止～生きがいセミナー、料理教室 

 

 

学校・住民課や保育所などの団体と連携し、

家庭教育学習の活動支援を図った。 

また、親子のふれあいや親同士の交流の機会

を設けるため、新たに親子体験教室を企画

し、実施した。 

 実施～読み聞かせ教室、親子体験教室（新） 

 中止～家庭教育学級 

 

 ひまわり大学については、北竜町ひまわり

長寿会連合会と連携し町内会の集まりに出

かけ、多くの方々にＰＲし参加を呼びかけ、

入学者の増加につなげた。 

 実施～ひまわり大学 

 中止～生きがいセミナー 

 

 

 

 

 少年団活動や部活等と並行し

てリーダーキャンプやシニアリ

ーダー研修会に参加できるよう、

各機関と連携を取り、情報の提供

に努めていく。 

 ボランティア事業については、

次年度から中学生も対象に事業

の拡大をしていきたい。 

 

 

 参加者数が増加傾向にある。次

年度以降も参加者数を増やして

いけるよう、魅力ある事業を計画

し、情報の提供に努めていく。 

 

 

  今後も各団体と連携を取り、指

導者の育成に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 今後も成人の学習ニーズの把

握と共に指導者の発掘と育成に

努めていく。 

 

 

 

 

  

次年度も親子のふれあいの機

会の充実や学習機会の提供と支

援を行っていく。 

 今後も PTA 連合会と連携強化

を図り、家庭により良い情報を提

供できるよう努めていく。 

 

 

 次年度も多くの高齢者に参加

してもらえるよう、学習ニーズの

把握に努め、様々な形でひまわり

大学や生きがいセミナーを PR し

ていく。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

  

 

 

Ｂ 

―8―



令和４年度（令和３年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                       社会教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

５）社会教育 

施設の管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各施設の運営管理を適切に行った。 

 

実施事業 

○工事 

公民館 

・非常用照明工事      1,034 千円 

改善センター 

 ・地下タンクライニング工事  3,740 千円 

生きがいセンター 

 ・受電設備更新工事     6,270 千円 

図書館 

 ・笠木取替工事       1,243 千円 

○備品購入 

公民館 

 ・ＡＥＤ一式         231 千円 

 ・大判プリンター       321 千円 

 ・プロジェクター       196 千円 

 ・大ホール防炎対応幕     219 千円 

 ・階段防炎対応カーペット   425 千円 

改善センター 

 ・フロアカーリング３セット  300 千円 

 ・バレーボールネット      42 千円 

 ・アルミリヤカー       161 千円 

生きがいセンター 

 ・ＡＥＤ一式         231 千円 

美葉牛研修センター 

 ・ＡＥＤ一式         231 千円 

 ・座布団 80 枚         256 千円 

 ・乗用型芝刈機        743 千円 

図書館 

 ・図書           1,200 千円 

 ・児童用直立型書架      273 千円 

○施設の修繕状況 

 ・イチイの森句碑修繕     288 千円 

公民館 

 ・誘導灯不良箇所交換     189 千円 

 ・北口玄関支柱取付      139 千円 

 ・非常用発電機起動用蓄電池交換 171 千円 

 ・大ホール窓側雨漏り修繕    91 千円 

 改善センター 

 ・屋内消火栓設備修繕      17 千円 

  ・温水一次ポンプ部品取替修繕 121 千円 

 ・誘導灯ランプ交換       52 千円 

 図書館 

 ・雨漏り修繕         108 千円 

 ・照明器具修繕         26 千円 

 郷土資料館 

 ・笠木修繕           47 千円 

 老朽化している社会教育施設

については、計画的な改修を行っ

ていく。 

  

Ｂ 
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令和４年度（令和３年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                       社会教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

４．芸術・文

化の振興 

１）創作・発 

表 活 動 の 充 

実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）芸術・文 

化 の 鑑 賞 機 

会の拡充 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町民が芸術・文化活動を推進するために、

活動や発表の場を提供し、文化連盟をはじめ

各団体等の自主的な活動を支援し、各種講座

を開設した。 

 実施事業 

 ・押し花教室 

 ・書画教室 

 ・北竜町獅子舞保存会助成金    3 千円 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、

文化祭は中止。 

 

「芸術鑑賞の旅」として子どもの芸術文化

鑑賞と合わせ、札幌市にある北海道立近代美

術館の富野由悠季展の時期と合わせて開催

した。 

  

  

 

 

 町民自らが芸術文化活動に興

味・関心を持って貰えるよう、情

報の提供や学習機会の提供に努

めていく。 

 また、各団体の自主的な文化活

動に対して支援を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 芸術鑑賞事業の参加者確保に

向け、魅力ある事業を開催できる

よう情報収集等を行っていく。 

  

  

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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令和４年度（令和３年度事業）主要施策の「点検・評価」 
                                       社会体育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

５ ． ス ポ ー

ツ・レクリェ

ー シ ョ ン の

振興 

１）生涯スポ

ーツの普及 

 

 

 

 

 

２）スポーツ

指 導 体 制 の

強化 

 

 

 

 

３）スポーツ

振 興 へ の 支

援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生涯にわたってスポーツに親しみ、参加す

る機会の提供に努めた。 

 ※詳細は社会体育事業実施内容を参照 

 高齢者に人気のあるフロアカーリングを購

入し、高齢者大学等の事業で活用した。 

  

 

 町民主体のスポーツ活動の一層の活性化を

促進するため、各団体の指導者にスキルアッ

プのための研修会等の情報提供を行った。 

・野球少年団とバレーボール少年団の指導者

１名ずつ「スタートコーチ」の講座を受講。 

受講料（@5,000 円×2 名分）を町で負担した。 

 

 町内のスポーツ振興を図るため、各種団体

への補助金等を支出し、支援した。 

・スポーツ振興団体への補助金 

  北竜町体育協会           125 千円 

   北竜町スポーツ少年団本部    130 千円 

     （野球 13 人 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 14 人）   

  少年団各種大会出場助成金   126 千円 

   

・少年野球教室 

・少年団交流事業 

新型コロナウイルスの影響により中止。 

 

 

 

 

 各関係機関との連携を図り、

各種スポーツ教室の開催やスポ

ーツ人口の増加に努めていく。 

 また、トレーニングルームの

利用促進を図り、町民の体力作

りや健康作りを促す。 

 

 各団体と連携し、スポーツ指

導者の養成と資質向上を図るた

め、研修会・講習会への派遣や、

情報提供を行っていく。 

 

 

 

 町内のスポーツ振興を図るた

め、各団体への補助金及び支援

を継続していく。 

  

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 
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令和４年度（令和３年度事業）主要施策の「点検・評価」 
                                       社会体育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

４）施設の管

理及び維持 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 社会体育施設の管理運営は、指定管理者に

より効率的に行っている。 

 

○社会体育関係施設の指定管理状況  

  スキー場         3,128 千円 

野球場           4,378 千円 

  パークゴルフ場      11,451 千円 

海洋センター(プール)    4,114 千円 

  合 計           23,071 千円 

 

○工事 

 スキー場 

 ・ロープリフト更新工事   23,892 千円 

 パークゴルフ場 

 ・散水設備工事       3,344 千円 

 

○修繕 

 スキー場 

 ・圧雪車点検修繕        780 千円 

 ・圧雪車スプロケット修繕    176 千円 

 野球場 

 ・グラウンドマスター修繕    15 千円 

 パークゴルフ場 

 ・さくらコース名支柱塗装    25 千円 

 

○備品 

 海洋センター 

 ・ＡＥＤ一式         231 千円 

 

○その他 

 パークゴルフ場 

 ・スタート台高さ調整業務    333 千円 

 老朽化している施設について

は計画的な改修を行っていく。 

  特に海洋センタープールの浴

槽は老朽化が著しく、国の補助事

業等を活用した更新計画を指定

管理者と協議を進める。 

 また、スキー場と野球場の照明

をＬＥＤ化しなければならない。 

（水銀灯の在庫はどこの業者も

もう扱っていないため） 

Ｂ 
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教育委員会の活動状況 

 (１) 教育委員会の開催状況及び審議件数 

    北竜町教育委員会の会議は、年10回の定例会及び特に必要と認められた場合に臨時会を開催

しておりますが、本年度は臨時会の開催はありませんでした。 

     （開催期間  令和2年4月～令和3年3月）  

会   議 年 月 日 報告件数 承認 議案件数 選挙 

第 4 回 定 例 会 令 和 3 年  4 月 2 8 日 2 1 3  

第 5 回 定 例 会 令 和 3 年  6 月 2 3 日 2 1 5  

第 6 回 定 例 会 令 和 3 年  7 月 2 6 日 2 1 1  

第 7 回 定 例 会 令 和 3 年  8 月 3 0 日 1 1 4  

第 8 回 定 例 会 令 和 3 年 1 0 月 2 8 日 1 1 1  

第 9 回 定 例 会 令 和 3 年 1 1 月 2 6 日 1 1 1   

第 1 0 回 定 例 会 令 和 3 年 1 2 月 1 7 日 3 1   

第 1 回 定 例 会 令 和 4 年  1 月 2 8 日 1 2(協議1)   

第 2 回 定 例 会 令 和 4 年  2 月 2 5 日 1 2(協議1) 10  

第 3 回 定 例 会 令 和 4 年  3 月 1 8 日 1 1 4  

合    計  15 11（協議2） 29  

 (２) 条例、規則等の制定・改定状況 

    令和３年度条例、規則等の制定及び一部改正、廃止については、条例改正5件、規則改正4件、

要項改正1件、要綱制定2件、要綱改正2件、その他1件の計15件となっております。 

 

・北竜町奨学資金貸付基金条例の一部改正            (令和３年 ４月 １日施行) 

   ・北竜町特別奨学資金貸付基金条例の一部改正         (令和３年 ４月 １日施行) 

    ・北竜町特別奨学資金貸付基金条例施行規則の一部改正     (令和３年 ４月 １日施行) 

・北竜町教育委員会事務局規則の一部改正            (令和３年 ４月 １日施行) 

    ・修学旅行の引率業務に従事する町立学校職員の勤務時間の割振り等に関する要項の一部改正 

     (令和３年 ４月 １日施行) 

・北竜町立学校における働き方改革アクション・プランの一部改正(令和３年 ６月２３日施行) 

    ・学校の設置及び管理に関する条例の一部改正         (令和４年 ４月 １日施行) 

・北竜町奨学資金貸付基金条例の一部改正           (令和４年 ３月１５日施行) 

・北竜町特別奨学資金貸付基金条例の一部改正         (令和４年 ３月１５日施行) 

・北竜町奨学資金貸付基金条例施行規則の一部改正       (令和４年 ３月１５日施行) 

・北竜町特別奨学資金貸付基金条例施行規則の一部改正     (令和４年 ３月１５日施行) 

・北竜町中学生短期語学留学助成事業実施要綱の一部改正    (令和４年 ４月 １日施行) 

・北竜町立小中学校学習者用タブレット端末等貸与要綱の制定  (令和４年 ３月 １日施行) 

・北竜町修学旅行費助成金交付要綱の一部改正         (令和４年 ４月 １日施行) 

・北竜町修学旅行引率補助金交付要綱の制定          (令和４年 ４月 １日施行) 
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　など、各種教育団体の行事への参加や学校訪問などを行っております。

月　日 活　　動　　内　　容 会　場

4 月 1 日 職員永年勤続表彰並びに辞令交付式 議　　場

4 月 1 日 教育委員会職員辞令交付式 公民館講堂

4 月 2 日 小中学校異動教職員辞令交付式 公民館講堂

4 月 5 日 定例課長等会議
すこやかセンター

会　議　室

4 月 5 日 令和3年度空知管内教育委員会連絡協議会総会 空知合同庁舎

4 月 5 日 第1回空知管内教育長会議 空知合同庁舎

4 月 6 日 北竜町パークゴルフ協会総会 公民館講堂

4 月 7 日 学習支援員等辞令交付式 真竜小学校

4 月 13 日 北竜町文化連盟総会 公民館講堂

4 月 15 日 第1回校長・教頭合同会議 公民館講堂

4 月 16 日 北空知地区教育支援協議会総会 深　川　市

4 月 16 日 北空知市町教育委員会教育長会議 深　川　市

4 月 22 日 令和3年度第1回公立高等学校配置計画地域別検討協議会  教育長室（Zoom会議）

4 月 22 日 公共施設再配置計画プレゼンテーション 役場会議室

4 月 28 日 令和3年第2回議会臨時会 議　　場

4 月 28 日 第4回教育委員会定例会 公民館講堂

5 月 6 日 定例課長等会議
すこやかセンター

会　議　室

5 月 11 日 新型コロナウイルス対策本部会議 町長応接室

5 月 14 日 空知教育局市町教育委員会訪問 教育長室

5 月 17 日 新型コロナウイルス対策本部会議 町長応接室

5 月 17 日 北竜町開拓記念式並びに表彰条例に基づく表彰式
開拓記念碑前
福祉センター

5 月 31 日 新型コロナウイルス対策本部会議 町長応接室

6 月 8 日 議会行政視察 町　　内

6 月 15 日 定例課長等会議
すこやかセンター

会　議　室

6 月 17 日 議会第2回定例会 議　　場

6 月 21 日 新型コロナウイルス対策本部会議 町長応接室

6 月 23 日 第5回教育委員会定例会 公民館講堂

6 月 25 日 町内会長会議
すこやかセンター
集団検診指導室

6 月 26 日 子どもと高齢者のふれあい事業「開講式・フロアカーリング」
改善センター
多目的ホール

6 月 28 日 第2回校長・教頭合同会議 公民館講堂

6 月 29 日 空知教育局義務教育指導官訪問 教育長室

　(3) 教育委員の活動状況（抜粋）

    教育委員会は、定例会や臨時会のほか町内小･中学校の入･卒業式への出席
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月　日 活　　動　　内　　容 会　場

7 月 8 日 第2回空知管内教育長会議 教育長室（Zoom会議）

7 月 15 日 第50回ひまわり大学入学式
改善センター
多目的ホール

7 月 15 日 令和3年度第2回公立高等学校配置計画地域別検討協議会 教育長室（Zoom会議）

7 月 19 日 定例課長等会議
すこやかセンター

会　議　室

7 月 20 日 令和3年度第2回行政デジタル化推進委員会
すこやかセンター

会　議　室

7 月 21 日 第3回校長・教頭合同会議
公民館

第一研修室

7 月 26 日 第6回教育委員会定例会 公民館講堂

7 月 26 日 いじめ問題対策連絡協議会 公民館講堂

7 月 26 日 三役と各課の懇談会（総務課） 町長応接室

7 月 27 日 三役と各課の懇談会（産業課外） 町長応接室

7 月 28 日 地域貢献感謝状授与 町長応接室

7 月 31 日 第31回教育長旗争奪北空知少年野球大会（～8/1） 町営野球場

8 月 2 日 三役と各課の懇談会（企画振興課外） 町長応接室

8 月 3 日 三役と各課の懇談会（産業課外） 町長応接室

8 月 4 日 三役と各課の懇談会（住民課外） 町長応接室

8 月 5 日 定例課長等会議
すこやかセンター

会　議　室

8 月 20 日 北竜町戦没者追悼式 公民館大ホール

8 月 21 日 町長杯パークゴルフ大会  ひまわりパークゴルフ場

8 月 23 日 新型コロナウイルス対策本部会議 町長応接室

8 月 25 日 六陵会来訪 教育長室

8 月 26 日 新型コロナウイルス対策本部会議 町長応接室

8 月 27 日 全道市町村教育委員会教育長会議  教育長室（Zoom会議）

8 月 27 日 地方創生推進「ひまわりの町推進事業計画検討委員会」
すこやかセンター

会　議　室

8 月 27 日 第2回社会教育委員会 公民館講堂

8 月 29 日 教員採用2次試験面接 岩見沢市

8 月 30 日 教育施設調査 町　　内

8 月 30 日 第7回教育委員会定例会  公民館第一研修室

8 月 31 日 令和2年度決算審査理事者報告 町　長　室

9 月 4 日 子どもと高齢者のふれあい事業「収穫祭」 公民館他

9 月 5 日 教育長杯パークゴルフ大会 ひまわりパークゴルフ場

9 月 9 日 定例課長等会議
すこやかセンター

会　議　室

9 月 9 日 黒千豆事業協同組合感謝状贈呈式（北空知圏学校給食組合） 町長応接室

9 月 13 日 第3回議会定例会：決算審査特別委員会（～15日） 議　　場
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月　日 活　　動　　内　　容 会　場

9 月 15 日 令和2年度会計決算理事者報告 町長応接室

9 月 16 日 臨時課長等会議
すこやかセンター

会　議　室

9 月 16 日 ひまわり大学9月講座 改善センター

9 月 16 日 臨時校長会議 公民館第一研修室

9 月 30 日 令和4年度当初予算編成方針理事者協議 町　長　室

9 月 30 日 教育委員会辞令交付式 教育長室

10 月 1 日 町職員辞令交付式 議　　場

10 月 1 日 空知教育局長訪問 教育長室

10 月 3 日 レッツゴーパークゴルフ大会・親子パークゴルフ ひまわりパークゴルフ場

10 月 4 日 教職員教育長面談（北中） 北竜中学校

10 月 4 日 教職員教育長面談（真小） 真竜小学校

10 月 5 日 定例課長等会議
すこやかセンター

会　議　室

10 月 5 日 行政デジタル化推進委員会
すこやかセンター

会　議　室

10 月 5 日 小中連携授業視察 真竜小学校

10 月 6 日 学校令和4年度工事打ち合わせ 町長応接室

10 月 6 日 学校令和4年度工事打ち合わせ（真小） 真竜小学校

10 月 8 日 北空知圏学校給食組合教育長会議 深　川　市

10 月 14 日 第1回教育委員会活動評価委員会議 公民館講堂

10 月 15 日 北空知教育長会議 深　川　市

10 月 18 日 教職員人事推進会議（他2会議） 岩見沢市

10 月 19 日 きたしん異業種交流会アクセス訪問 教育長室

10 月 20 日 給食組合教育長書面会議 教育長室

10 月 26 日 夢の教室 真竜小学校

10 月 26 日 義務教育指導学校経営指導訪問 教育長室

10 月 27 日 旭川自衛隊訪問 教育長室

10 月 27 日 第4回校長・教頭合同会議 公民館講堂

10 月 27 日 第2回教育委員会活動評価委員会議 公民館講堂

10 月 28 日 第8回教育委員会定例会 公民館講堂

10 月 29 日 校長・教頭人事協議 岩見沢市

10 月 29 日 一般教職員人事協議 岩見沢市

11 月 9 日 Ｂ＆Ｇ全国教育長会議（～10日） 東　京　都

11 月 11 日 町行政懇談会（2会場）
生きがいセンター

公民館講堂

11 月 12 日 給食組合教育長会議 深　川　市
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月　日 活　　動　　内　　容 会　場

11 月 14 日 北竜町ひまわり大学50周年記念講演会
改善センター
多目的ホール

11 月 18 日 ひまわりオリンピック大会
改善センター
多目的ホール

11 月 22 日 地域貢献活動感謝状贈呈式 町長応接室

11 月 26 日 北竜町文化講演会
改善センター
多目的ホール

11 月 26 日 第8回教育委員会定例会 公民館講堂

11 月 27 日 芸術鑑賞の旅 札　幌　市

11 月 28 日 全町女性レクレーション大会
改善センター
多目的ホール

12 月 1 日 北竜中学校スクールサポートスタッフ辞令交付式 教育長室

12 月 1 日 学校給食組合教育委員会 深　川　市

12 月 2 日 総務産業常任委員会
すこやかセンター

委員会室

12 月 4 日  子どもと高齢者のふれあい事業「餅つき体験」
改善センター
多目的ホール

12 月 5 日 北竜ライオンズクラブ杯小学生バレーボール大会
改善センター
多目的ホール

12 月 6 日 定例課長等会議
すこやかセンター

会　議　室

12 月 7 日 いじめ根絶集会
改善センター
多目的ホール

12 月 8 日 ＮＨＫ旭川放送局長訪問 町　長　室

12 月 9 日 北竜町こども議会 議　　場

12 月 9 日 第4回北竜町議会定例会 議　　場

12 月 9 日 北竜町議会懇談会 ｻﾝﾌﾗﾜｰﾊﾟｰｸ北竜温泉

12 月 16 日 ひまわり大学「12月講座」
改善センター
多目的ホール

12 月 16 日 町内会長会議
すこやかセンター
集団検診指導室

12 月 16 日 町内会長連絡協議会懇親会 八　　八

12 月 17 日 第10回教育委員会定例会 公民館講堂

12 月 17 日 教育関係者懇談会・校長教頭歓迎会 ｻﾝﾌﾗﾜｰﾊﾟｰｸ北竜温泉

12 月 19 日 碧水町内会町民対話プロジェクト 碧水高齢者ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

12 月 20 日 北竜町女性連絡協議会年末総会 公民館講堂

12 月 21 日 第3回議会臨時会 議　　場

12 月 22 日 第5回校長・教頭合同会議 公民館講堂

12 月 22 日 北竜町いじめ問題対策連絡協議会  公民館講堂

1 月 7 日 新型コロナウイルス感染症対策本部会議 町長応接室

1 月 7 日 北竜消防出初式
改善センター
公　民　館

1 月 8 日 令和4年北竜町成人式  公民館大ホール

1 月 10 日 社会福祉協議会新年のつどい 老人福祉センター

1 月 11 日 定例課長等会議
すこやかセンター

会　議　室
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月　日 活　　動　　内　　容 会　場

1 月 11 日 行政デジタル化推進委員会
すこやかセンター

会　議　室

1 月 13 日 新型コロナウイルス感染症対策本部会議 町長応接室

1 月 14 日 町内会長会議
すこやかセンター
集団検診指導室

1 月 17 日 新型コロナウイルス感染症対策本部会議 町長応接室

1 月 18 日 新型コロナウイルス感染症対策本部会議 町長応接室

1 月 21 日 公共施設再配置計画中間報告理事者協議 町長応接室

1 月 24 日 新型コロナウイルス感染症対策本部会議 町長応接室

1 月 25 日 公共施設再配置計画推進委員会
すこやかセンター

会　議　室

1 月 28 日 第1回議会臨時会 議　　場

1 月 28 日 第1回教育委員会定例会 公民館講堂

2 月 3 日 新型コロナウイルス感染症対策本部会議 町長応接室

2 月 3 日 教職員人事2次協議 教育長室

2 月 9 日 北竜町女性連絡協議会年始総会 公民館講堂

2 月 10 日 新型コロナウイルス感染症対策本部会議 町長応接室

2 月 15 日 定例課長等会議
すこやかセンター

会　議　室

2 月 15 日 北空知学校給食組合教育長会議 深　川　市

2 月 21 日 「専門家に聞く子育てセミナー」 北竜中学校体育館

2 月 22 日 北空知学校給食組合教育委員会臨時会 深　川　市

2 月 22 日 北竜町交通安全協会定期総会 公民館大ホール

2 月 25 日 第6回校長・教頭合同会議 公民館講堂

2 月 25 日 第2回教育委員会定例会 公民館講堂

2 月 26 日  子どもと高齢者のふれあい事業「雪遊び・閉講式」
改善センター

多目的ホール他

3 月 1 日  令和3年度管内市町教育委員会訪問「Web会議」 公民館第一研修室

3 月 3 日 公共施設関連計画に係るヒアリング 町長応接室

3 月 4 日 定例課長等会議
すこやかセンター

会　議　室

3 月 8 日 第1回北竜町議会定例会（～15日） 議　　場

3 月 9 日 予算審査特別委員会（～10日） 議　　場

3 月 10 日 北竜町ひまわり大学「卒業式」
改善センター
多目的ホール

3 月 15 日 予算審査特別委員会理事者報告 町　長　室

3 月 17 日 教育長杯室内パークゴルフ大会
改善センター
多目的ホール

3 月 17 日 第4回北竜町公共施設再配置推進委員会
すこやかセンター

会　議　室

3 月 18 日 北竜町総合教育会議 公民館講堂

3 月 18 日 第3回教育委員会定例会 公民館講堂
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会 議 名 開　催　日 開催時間 議 案 番 号 議　　　件　　　名

承 認 第 ４ 号 令和３年第３回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 ４ 号 教育行政報告について

報 告 第 ５ 号
修学旅行の引率業務に従事する町立学校職員の勤務時間の割振り等
に関する要項の一部を改正する要項について

議 案 第 11 号 北竜町学校運営協議会（ＣＳ）委員の任命について

議 案 第 12 号 令和３年度準要保護児童生徒の認定について

議 案 第 13 号 令和３年度奨学生の選定について

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 ５ 号 令和３年第４回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 ６ 号 教育行政報告について

報 告 第 ７ 号 令和３年度教育費補正予算（第３号）について

議 案 第 14 号 北竜町いじめ問題対策連絡協議会委員の任命について

議 案 第 15 号
令和３年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業
について

議 案 第 16 号 令和３年度奨学生の選定について

議 案 第 17 号 令和３年度北竜町立学校における学校閉庁日について

議 案 第 18 号
北竜町立学校における働き方改革アクション・プランの改正につい
て

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 ６ 号 令和３年第５回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 ８ 号 教育行政報告について

報 告 第 ９ 号 中学校体育連盟体育大会の成績報告について

議 案 第 19 号
北竜町社会教育委員（兼公民館運営審議会委員、図書館協議会委
員、文化財保護委員）の委嘱について

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 ７ 号 令和３年第６回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 10 号 教育行政報告について

議 案 第 20 号 令和４年度に使用する中学校用教科用図書の採択について

議 案 第 21 号
令和４年度に使用する学校教育法附則第９条に規定する小中学校用
教科用図書（特別支援）の採択について

議 案 第 22 号 令和４年度に使用する小学校用教科用図書の採択について

議 案 第 23 号 令和３年度教育費補正予算（第４号）について

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 ８ 号 令和３年第７回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 11 号 教育行政報告について

議 案 第 24 号
令和３年度（令和２年度事業）教育委員会事務の点検・評価報告書
について

そ の 他 各種行事の日程調整について

定例第8回 令和3年10月28日 15時30分

10時30分

16時30分

定例第5回

定例第7回 令和3年8月30日 15時30分

令和3年6月23日 16時30分

令和3年7月26日

　(4) 令和３年度　北竜町教育委員会議案一覧表

定例第6回

定例第4回 令和3年4月28日
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承 認 第 ９ 号 令和３年第８回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 12 号 教育行政報告について

議 案 第 25 号 令和３年度教育費補正予算（第６号）について

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 10 号 令和３年第９回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 13 号 教育行政報告について

報 告 第 14 号 令和３年度全国学力・学習状況調査結果について

報 告 第 15 号 令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 １ 号 令和３年第10回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 １ 号 教育行政報告について

協 議 第 １ 号 北竜町成人式の見直しについて

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 ２ 号 令和４年第１回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 ２ 号 教育行政報告について

議 案 第 １ 号 令和３年度教育費補正予算（第10号）について

協 議 第 ２ 号 令和４年度教育行政執行方針について

議 案 第 ２ 号 令和４年度教育費予算案について

議 案 第 ３ 号 学校の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

議 案 第 ４ 号 北竜町奨学資金貸付基金条例の一部を改正する条例について

議 案 第 ５ 号 北竜町特別奨学資金貸付基金条例の一部を改正する条例について

議 案 第 ６ 号
北竜町奨学資金貸付基金条例施行規則の一部を改正する規則につい
て

議 案 第 ７ 号
北竜町特別奨学資金貸付基金条例施行規則の一部を改正する規則に
ついて

議 案 第 ８ 号
北竜町中学生短期語学留学助成事業実施要綱の一部を改正する要綱
について

議 案 第 ９ 号 北竜町立小中学校学習者用ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末等貸与要綱の制定について

議 案 第 10 号 北竜町表彰条例に係わる表彰候補者の推薦について

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 ３ 号 令和４年第２回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 ３ 号 教育行政報告について

議 案 第 11 号
北竜町社会教育委員（兼公民館運営審議会委員、図書館協議会委
員、文化財保護委員）の委嘱について

議 案 第 12 号 北竜町スポーツ推進委員の委嘱について

議 案 第 13 号 北竜町修学旅行費助成金交付要綱の一部を改正する要綱について

議 案 第 14 号 北竜町修学旅行引率補助金交付要綱の制定について

そ の 他 各種行事の日程調整について

定例第3回 令和4年3月18日 16時00分

定例第10回

15時00分令和4年2月25日定例第2回

16時00分令和4年1月28日

令和3年12月17日 16時00分

定例第1回

定例第9回 令和3年11月26日 16時00分
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N
o
.

事
  
  
 業

  
  
 名

趣
旨

（
令

和
３

年
度

推
進

目
標

）
  
  

期
  

日
 

場
  

所
対

  
象

参
加

数
指

 導
 者

 
実

　
　

 　
施

　
　

　
 内

　
　

 　
容

反
　

 　
省

　
　

 事
　

 　
項

  

町
、

学
校

、
社

会
教

育
団

体
、

農
業

団
体

、
商

工
団

体
等

の
行

事
を

掲
載

す
る

。

5

「
他

薦
」
「
自

薦
」
に

よ
り

登
録

。

住
民

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
登

録
台

帳
の

作
成

、
公

民
館

講
座

な
ど

で
活

用
を

図
る

。

今
年

度
も

新
規

登
録

者
な

し
。

次
年

度
も

人
材

バ
ン

ク
を

活
用

し
、

公
民

館
講

座
等

を
開

催
し

て
い

く
。

1
2

3
―

4

5
通

年

5
生

涯
学

習
人

材
バ

ン
ク

事
業

地
域

社
会

の
中

で
様

々
な

技
術

を
有

す
る

人
を

学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
活

用
し

、
学

習
を

通
じ

て
人

々
の

生
き

が
い

作
り

や
町

作
り

等
の

意
識

を
育

て
ま

す
。

通
年

―
一

般
2
4
名

生
涯

学
習

振
興

基
金

の
活

用
を

行
う

。
①

文
化

振
興

・
イ

ベ
ン

ト
開

催
に

関
す

る
事

業
②

ス
ポ

ー
ツ

等
に

関
す

る
事

業
③

伝
統

・
文

化
保

存
に

関
す

る
事

業
④

人
材

育
成

に
関

す
る

事
業

⑤
産

業
振

興
に

関
す

る
事

業
⑥

独
創

的
な

町
づ

く
り

事
業

⑦
生

涯
学

習
振

興
に

関
す

る
事

業

1
2

3
4

ひ
ま

わ
り

大
学

の
5
0
周

年
記

念
講

演
の

講
師

代
や

、
図

書
館

の
新

刊
購

入
費

と
し

て
生

涯
学

習
振

興
基

金
を

活
用

し
た

。

3
4

5

4
生

涯
学

習
振

興
事

業
助

成
教

育
振

興
と

住
民

の
生

涯
学

習
を

推
進

し
、

町
民

の
心

の
健

全
な

発
達

と
明

る
く
豊

か
な

住
民

生
活

の
形

成
に

寄
与

し
ま

す
。

―
一

般
ー

―

ー
―

毎
月

1
回

広
報

ほ
く
り

ゅ
う

に
掲

載
し

全
戸

に
配

布
を

依
頼

す
る

。

・
実

施
し

た
事

業
の

様
子

・
施

設
の

閉
館

日
の

お
知

ら
せ

・
図

書
館

の
新

刊
の

お
知

ら
せ

な
ど

実
施

し
た

事
業

の
様

子
等

を
広

報
に

掲
載

し
、

町
民

に
幅

広
く
社

会
教

育
・
体

育
事

業
の

取
組

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

1
2

3
生

涯
学

習
だ

よ
り

の
発

行
毎

月
行

わ
れ

る
生

涯
学

習
状

況
を

、
広

く
住

民
に

知
ら

せ
る

と
と

も
に

、
参

加
を

促
し

ま
す

。

毎
月

１
回

発
行

―
一

般

5
2

生
涯

学
習

を
実

施
し

て
い

る
関

係
機

関
の

活
動

内
容

を
知

ら
せ

、
住

民
に

計
画

的
に

学
習

活
動

に
参

加
す

る
意

識
を

喚
起

し
ま

す
。

年
3
回

発
行

ー
一

般
生

涯
学

習
カ

レ
ン

ダ
ー

の
発

行
第

１
回

　
　

5
月

  
 1

日
発

行
 ５

月
～

 ８
月

分
第

２
回

　
  

9
月

  
 1

日
発

行
 ９

月
～

1
2
月

分
第

３
回

  
 1

2
月

 2
7
日

発
行

 １
月

～
３

月
分

3
4

5

ー
―

例
年

同
様

、
町

内
全

戸
に

配
布

し
た

。
コ

ロ
ナ

禍
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、

発
行

月
の

前
に

は
、

各
団

体
に

行
事

予
定

の
再

調
査

を
行

っ
た

。

1
2

3
4

ー
―

１
）
各

期
間

で
行

わ
れ

て
い

る
事

業
・
行

事
の

　
  

見
直

し
を

行
う

。
２

）
事

業
・
行

事
の

連
携

に
向

け
て

の
協

議
を

　
　

行
う

。

第
６

次
北

竜
町

社
会

教
育

中
期

計
画

に
基

づ
き

、
生

涯
学

習
の

推
進

を
図

っ
た

。
今

後
も

既
存

事
業

の
見

直
し

、
新

規
事

業
の

立
案

を
行

っ
て

い
く
。

1
2

令
 和

 ３
 年

 度
　

　
　

　
　

北
 竜

 町
 社

 会
 教

 育
 事

 業
 実

 施
 内

 容
生

涯
学

習
推

進
事

業
Ｎ

ｏ
．

１

評
　

　
価

1
生

涯
学

習
の

促
進

生
涯

学
習

が
設

置
さ

れ
、

町
づ

く
り

へ
の

生
涯

学
習

推
進

に
つ

い
て

基
本

的
な

方
向

が
示

さ
れ

て
い

ま
す

。
町

民
に

「
い

つ
で

も
・
だ

れ
で

も
・
ど

こ
で

も
・
な

ん
で

も
」
学

習
の

で
き

る
環

境
の

整
備

を
図

り
ま

す
。

通
年

―
一

般
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（
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和
３

年
度

推
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標

）
  
  

期
  

日
 

場
  

所
対

  
象

参
加

数
指

 導
 者

 
実

　
　

 　
施

　
　

　
 内

　
　

 　
容

反
　

 　
省

　
　

 事
　

 　
項

  

①
開

講
式

、
農

園
播

種
(5

/
2
９

）
 中

止

②
フ

ロ
ア

カ
ー

リ
ン

グ
体

験
（
6
/
2
6
)　

2
8
名

③
見

学
旅

行
　

さ
く
ら

ん
ぼ

狩
り

（
7
/
1
0
)　

2
8
名

④
実

験
教

室
(8

/
6
) 

 2
9
名

（
講

師
：
四

十
九

院
正

満
 氏

）

⑤
農

園
収

穫
祭

(9
/
4
)　

2
6
名

⑥
も

ち
つ

き
体

験
会

(1
2
/
4
）
　

2
6
名

⑦
豆

ま
き

(1
/
2
9
)　

中
止

⑧
雪

遊
び

・
閉

講
式

(2
/
2
6
）
　

2
8
名

①
入

学
式

・
健

康
落

語
会

(5
/
2
0
)　

中
止

　
　

講
師

：
ナ

ナ
カ

マ
ド

紅
丸

氏
 他

２
名

②
入

学
式

・
タ

イ
ト

ル
未

定
（
6
/
1
0
)　

中
止

③
入

学
式

（
入

学
者

6
2
名

）

　
　

認
知

症
予

防
と

ラ
イ

ス
パ

ワ
ー

体
操

(7
/
1
5)

　
5
2名

　
　

 講
師

：
深

川
市

立
病

院
　

作
業

療
法

士
　

佐
原

　
麻

衣
氏

④
炭

鉄
港

と
ま

ち
お

こ
し

(8
/
5
)　

4
4
名

　
 講

師
：
フ

リ
ー

デ
ザ

イ
ナ

ー
　

大
倉

　
加

奈
氏

⑤
お

茶
の

魅
力

や
歴

史
(9

/
1
6)

　
４

１
名

　
 講

師
：
日

本
茶

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

協
会

茶
抽

出
理

論
・

　
　

　
　

　
健

康
科

学
講

師
　

玉
木

　
康

雄
　

氏

⑥
見

学
旅

行
　

美
唄

方
面

（
1
0
/
7
)　

中
止

⑦
5
0
周

年
記

念
講

演
(1

1
/
1
4
)　

5
1
名

　
講

師
：
フ

リ
ー

ア
ナ

ウ
ン

サ
ー

　
佐

藤
　

麻
美

氏

⑧
ひ

ま
わ

り
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
（
1
1
/
1
8
）　

3
8名

⑧
地

球
温

暖
化

と
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

(1
2
/
1
6)

　
4
8名

　
 講

師
：
有

限
会

社
　

三
素

　
家

次
　

啓
介

氏

⑨
タ

イ
ト

ル
未

定
（
1
/
2
0
)　

中
止

　
 講

師
：
自

然
下

　
代

表
　

上
井

　
達

矢
氏

⑩
フ

ロ
ア

カ
ー

リ
ン

グ
体

験
(2

/
1
0
)　

3
8
名

　
 進

行
：
教

育
委

員
会

職
員

⑪
卒

業
式

（
3
/
1
0
)　

5
8
名

3
教

育
委

員
会

5
44

5

3
ほ

く
つ

く
！

（
北

竜
で

町
作

り
！

）

シ
ニ

ア
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

に
参

加
し

た
高

校
生

を
中

心
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

と
し

て
組

織
化

し
ま

す
。

こ
れ

ま
で

の
研

修
会

で
学

ん
だ

こ
と

を
実

践
で

き
る

場
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
若

い
世

代
の

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

意
識

を
高

め
、

社
会

教
育

・
体

育
事

業
に

参
加

す
る

こ
と

で
異

世
代

交
流

を
促

進
し

、
地

域
内

で
の

繋
が

り
を

形
成

し
ま

す
。

通
年

町
内

（
基

本
)

高
校

生
以

上
登

録
者

5
名

延
べ

3
7
0
名

町
内

外
の

講
師

今
年

度
も

コ
ロ

ナ
禍

で
は

あ
っ

た
が

、
6
2
名

の
学

生
が

入
学

し
た

。
昨

年
同

様
、

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

を
受

け
て

実
施

で
き

な
か

っ
た

講
座

が
あ

っ
た

が
、

７
講

座
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
そ

の
う

ち
一

つ
は

、
フ

リ
ー

ア
ナ

ウ
ン

サ
ー

の
佐

藤
麻

美
氏

を
招

き
、

今
年

で
第

5
0
回

目
を

迎
え

た
当

事
業

の
記

念
講

演
を

実
施

し
、

多
く

の
学

生
が

出
席

し
て

く
れ

た
。

次
年

度
も

魅
力

あ
る

講
座

や
、

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
講

座
を

開
催

で
き

る
よ

う
調

査
等

を
行

う
。

1
2

登
録

者
高

校
３

年
生

４
名

・
１

年
生

１
名

・
R

3
年

度
第

１
回

研
修

会
（
8
/
4
）
　

３
名

参
加

　
内

容
：
危

険
予

知
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
第

１
回

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

　
３

名
参

加
　

※
ふ

れ
あ

い
事

業
＆

図
書

館
事

業
（
8
/
6
)

　
　

　
に

参
加

・
シ

ニ
ア

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
に

参
加

　
高

校
生

３
年

生
３

名

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

も
あ

り
、

思
っ

た
よ

う
に

活
動

が
で

き
な

か
っ

た
が

、
夏

休
み

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
次

年
度

以
降

は
、

当
事

業
の

名
前

を
わ

か
り

や
す

い
も

の
に

し
、

参
加

対
象

も
広

く
し

て
い

き
た

い
。

1
2

33
4

5
推

進
委

員

2
ひ

ま
わ

り
大

学

高
齢

期
に

な
っ

て
も

な
お

、
生

き
生

き
と

豊
か

に
暮

ら
す

こ
と

が
、

高
齢

化
社

会
に

お
け

る
生

涯
学

習
の

ね
ら

い
で

す
。

様
々

な
講

座
や

体
験

か
ら

、
学

生
一

人
一

人
が

自
ら

の
生

き
が

い
を

創
造

し
、

社
会

参
加

を
図

れ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。

5
月

～
3
月

改
善

セ
ン

タ
ー

体
育

館
高

齢
者

小
学

生
高

齢
者

延
べ

1
6
5
名

ふ
れ

あ
い

各
回

、
子

ど
も

と
高

齢
者

が
触

れ
合

う
き

っ
か

け
を

作
り

、
趣

旨
に

沿
っ

た
事

業
展

開
が

出
来

た
。

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
８

回
中

６
回

し
か

実
施

で
き

な
か

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
禍

で
も

平
均

2
7
.5

人
の

参
加

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

次
年

度
も

多
く
の

参
加

者
を

獲
得

し
て

い
き

た
い

。

1

令
 和

 ３
 年

 度
　

　
　

　
　

北
 竜

 町
 社

 会
 教

 育
 事

 業
 実

 施
 内

 容
　

社
会

教
育

事
業

Ｎ
ｏ

．
２

評
　

　
価

1
子

ど
も

と
高

齢
者

の
ふ

れ
あ

い
事

業

核
家

族
化

が
進

み
世

代
間

交
流

が
少

な
く
な

っ
て

い
る

傾
向

の
中

、
子

ど
も

た
ち

に
高

齢
者

の
持

っ
て

い
る

知
識

や
技

術
を

継
承

し
、

子
ど

も
た

ち
に

心
豊

か
な

経
験

の
機

会
を

設
け

ま
す

。

5
月

～
2
月

全
8
回

→
全

6
回

公
民

館
他

2
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 名

趣
旨

（
令

和
３

年
度

推
進

目
標

）
  
  

期
  

日
 

場
  

所
対

  
象

参
加

数
指

 導
 者

 
実

　
　

 　
施

　
　

　
 内

　
　

 　
容

反
　

 　
省

　
　

 事
　

 　
項

  

    

1
1

押
し

花
教

室
誰

で
も

気
軽

に
作

る
こ

と
が

で
き

る
押

し
花

作
り

を
体

験
し

て
も

ら
い

、
参

加
者

に
一

つ
の

趣
味

作
り

と
し

て
学

ん
で

も
ら

い
ま

す
。

3
月

1
日

3
月

8
日

3
月

1
5
日

公
民

館
成

人
延

べ
2
8
名

町
内

の
指

導
者

久
米

谷
　

恵
子

 氏

押
し

花
を

用
い

た
し

お
り

な
ど

の
作

品
を

作
成

す
る

。
・
押

し
花

を
用

い
た

ブ
ッ

ク
カ

バ
ー

作
り

　
等

申
込

を
開

始
し

て
か

ら
す

ぐ
定

員
と

な
る

程
、

成
人

に
人

気
事

業
で

あ
る

。
今

年
度

は
、

ブ
ッ

ク
カ

バ
ー

作
り

等
の

難
易

度
の

高
い

物
が

多
か

っ
た

が
、

講
師

指
導

の
も

と
、

全
員

時
間

内
に

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

為
中

止

4
5

1
2

3
4

5

札
幌

ド
ラ

ム
サ

ー
ク

ル

・
参

加
者

が
輪

に
な

っ
て

即
興

的
に

作
り

出
す

　
パ

ー
カ

ッ
シ

ョ
ン

の
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
。

・
楽

器
の

経
験

が
な

く
て

も
楽

し
め

る
よ

う
フ

ァ
　

シ
リ

テ
ー

タ
ー

が
進

行
し

て
く
れ

る
。

今
年

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
た

事
業

。
１

１
組

の
親

子
が

参
加

し
た

。
保

護
者

は
行

け
な

い
が

子
ど

も
だ

け
で

参
加

し
た

い
と

こ
ろ

も
あ

っ
た

の
で

受
入

を
す

る
こ

と
に

し
た

。
ド

ラ
ム

サ
ー

ク
ル

を
通

し
て

家
族

間
で

交
流

す
る

様
子

が
見

ら
れ

た
。

1
2

33
4

5

1
0

親
子

体
験

教
室

親
子

で
様

々
な

活
動

を
行

う
こ

と
で

、
親

子
の

絆
を

深
め

る
と

と
も

に
、

家
族

間
で

も
交

流
を

促
進

し
、

地
域

の
繋

が
り

を
形

成
し

ま
す

。

1
1
月

１
3

日

改
善

セ
ン

タ
ー

体
育

館

児
童

と
そ

の
保

護
者

子
ど

も
2
6
名

保
護

者
1
1
名

延
べ

８
名

町
内

の
指

導
者

瀬
戸

　
正

 氏

・
絵

手
紙

（
ミ

ニ
色

紙
に

風
景

等
の

絵
を

描
　

き
、

文
字

を
書

き
入

れ
た

も
の

）
・
色

紙
作

り

今
回

は
参

加
者

全
員

が
経

験
者

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
色

紙
作

り
を

集
中

し
て

行
っ

た
。

作
品

は
文

化
祭

で
展

示
す

る
予

定
だ

っ
た

が
中

止
に

な
っ

た
た

め
講

堂
前

で
2
週

間
展

示
し

、
多

く
の

町
民

に
見

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。

1
2

9
書

画
教

室
描

い
て

楽
し

く
、

貰
っ

て
嬉

し
い

絵
手

紙
や

オ
ブ

ジ
ェ

作
り

を
気

軽
に

体
験

し
て

も
ら

い
、

参
加

者
に

一
つ

の
趣

味
作

り
と

し
て

学
ん

で
も

ら
い

ま
す

。

1
0
月

1
9
日

1
0
月

2
1
日

1
0
月

2
8
日

公
民

館
成

人

今
年

度
も

コ
ロ

ナ
禍

で
、

文
化

祭
は

中
止

に
な

っ
た

が
女

性
レ

ク
は

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
は

じ
め

て
の

参
加

者
も

い
て

、
地

域
内

で
新

し
い

繋
が

り
作

り
が

で
き

た
。

1
2

3
4

5
8

女
性

連
絡

協
議

会
各

町
内

会
代

表
に

よ
り

構
成

さ
れ

、
町

内
の

女
性

の
活

動
を

促
進

し
ま

す
。

通
年

公
民

館
他

町
内

女
性

延
べ

9
0
名

―

・
第

4
3
回

町
民

文
化

祭
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
バ

ザ
ー

　
(1

1
/
3
)　

中
止

・
全

町
女

性
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
大

会
(1

1
/
2
8
）

　
　

9
0
名

北
竜

町
P

T
A

連
合

会
研

究
大

会
　

中
止

4

・
各

ふ
れ

あ
い

事
業

（
参

加
者

数
は

１
参

照
）

・
わ

ん
ぱ

く
夏

祭
り

（
7
/
2
2
）　

児
童

3
3名

　
園

児
6
名

・
子

ど
も

会
デ

イ
キ

ャ
ン

プ
(8

/
3
)　

児
童

2
2
名

　
※

４
年

生
～

６
年

生
・
リ

ー
ダ

ー
育

成
講

習
会

(3
月

下
旬

）
中

止

わ
ん

ぱ
く
夏

祭
り

は
、

コ
ロ

ナ
対

策
の

た
め

昼
食

を
無

く
し

て
実

施
さ

れ
た

。
参

加
者

は
サ

ケ
稚

魚
放

流
と

プ
ー

ル
で

の
レ

ク
を

楽
し

ん
で

い
る

様
子

だ
っ

た
。

デ
イ

キ
ャ

ン
プ

は
地

域
を

考
え

る
時

間
や

、
改

善
セ

ン
タ

ー
横

で
焼

肉
や

花
火

を
行

っ
た

。

1
2

5

7
家

庭
教

育
学

級

家
庭

と
学

校
の

相
互

理
解

と
連

携
を

図
り

、
子

ど
も

に
対

す
る

教
育

的
役

割
を

認
識

し
、

機
能

を
十

分
に

発
揮

で
き

る
よ

う
学

習
機

会
を

提
供

し
て

家
庭

教
育

の
振

興
を

図
り

ま
す

。

未
定

公
民

館
P

T
A

会
員

一
般

町
民

ー
―

ふ
れ

あ
い

推
進

委
員

商
工

会
青

年
部

教
委

職
員

等

33
4

5

6
子

ど
も

会
育

成
連

絡
協

議
会

町
内

会
の

子
ど

も
会

と
連

携
し

、
様

々
な

体
験

活
動

を
通

し
て

、
青

少
年

の
心

身
共

に
健

全
な

育
成

を
図

り
ま

す
。

通
年

町
内

小
中

学
生

延
べ

園
児

６
名

児
童

5
5名

（
ふ

れ
あ

い
以

外
）

新
成

人
６

名
―

・
式

典
・
交

流
会

（
中

止
）

　
６

名
参

加

今
年

度
も

コ
ロ

ナ
対

策
の

た
め

交
流

会
を

中
止

し
、

式
典

の
み

を
実

施
し

た
。

1
22

3
4

5

5
成

人
式

成
人

に
な

っ
た

こ
と

を
自

覚
す

る
機

会
に

し
、

新
成

人
を

祝
福

し
激

励
し

ま
す

。
1
月

8
日

公
民

館
新

成
人

対
象

者

中
・
高

校
生

小
・
中

学
生

1
2
月

中
５

名
高

３
名

北
空

知
社

会
教

育
関

係
職

員

北
空

知
に

住
む

、
中

・
高

校
生

が
集

ま
り

交
流

を
図

る
と

と
も

に
、

様
々

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
通

し
て

、
将

来
の

青
年

リ
ー

ダ
ー

的
存

在
と

し
て

必
要

な
技

術
の

習
得

や
集

団
行

動
に

お
け

る
ル

ー
ル

等
を

学
ぶ

こ
と

に
よ

り
実

践
力

を
高

め
る

。
1
2
月

参
加

：
中

学
生

５
名

　
　

　
　

　
　

  
高

校
生

３
名

3
月

　
中

止

1
2月

は
ほ

く
つ

く
に

参
加

し
て

い
る

高
校

生
が

3
名

参
加

し
、

中
学

生
は

生
徒

会
の

5
名

が
参

加
し

て
く
れ

た
。

今
回

は
コ

ロ
ナ

禍
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、

１
泊

２
日

の
予

定
が

日
帰

り
（
０

泊
２

日
）
開

催
と

な
り

、
い

つ
も

よ
り

学
生

同
士

の
交

流
が

少
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

が
、

北
竜

の
学

生
は

各
班

の
成

果
発

表
の

際
に

発
言

し
た

り
、

班
の

活
動

で
積

極
的

に
発

言
す

る
な

ど
活

発
に

活
動

し
て

い
る

様
子

が
見

ら
れ

た
。

評
　

　
価

4
北

空
知

シ
ニ

ア
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

北
空

知
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

研
修

会

北
空

知
に

住
む

小
・
中

・
高

校
生

が
集

ま
り

交
流

を
図

る
と

と
も

に
、

将
来

の
青

年
リ

ー
ダ

ー
的

存
在

と
し

て
必

要
な

技
術

の
習

得
や

意
識

の
改

革
を

行
い

ま
す

。

1
2
月

2
7

日
・
2
8
日

3
月

下
旬

ネ
イ

パ
ル

深
川

令
 和

 ３
 年

 度
　

　
　

　
　

北
 竜

 町
 社

 会
 教

 育
 事

 業
 実

 施
 内

 容
　

社
会

教
育

事
業

Ｎ
ｏ

．
３

1
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和
３

年
度

推
進

目
標

）
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対
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参
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数
指

 導
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実

　
　

 　
施
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容
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 事
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1
2

レ
デ

ィ
ー

ス
ス

ク
ー

ル
「
ク

ッ
キ

ン
グ

教
室

」

家
庭

で
役

立
つ

健
康

作
り

の
知

識
や

料
理

の
レ

シ
ピ

等
を

学
ぶ

と
共

に
、

仲
間

作
り

を
行

う
き

っ
か

け
を

つ
く
り

、
社

会
参

加
を

促
進

し
ま

す
。

１
月

下
旬

全
２

回
公

民
館

女
性

ー
町

内
の

指
導

者
料

理
教

室
・
北

竜
町

の
特

産
品

を
用

い
た

レ
シ

ピ
・
健

康
作

り
に

役
立

つ
レ

シ
ピ

な
ど

1
3

英
会

話
教

室

英
語

文
化

に
触

れ
る

機
会

の
少

な
い

本
町

に
お

い
て

、
英

語
の

楽
し

さ
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
を

目
的

と
し

て
簡

単
な

成
人

向
け

の
英

会
話

教
室

を
実

施
し

ま
す

。

2
月

2
5
日

3
月

4
日

3
月

1
1
日

公
民

館
成

人
延

べ
1
6
名

町
内

在
住

A
L
T

ト
レ

ン
テ

ィ
ー

ノ
・

ジ
ョ

ー
シ

ル
カ

ン
ビ

ア
ド

 氏

・
日

常
生

活
で

の
会

話
・
年

度
の

行
事

等
に

つ
い

て
の

英
語

な
ど

　
大

人
１

０
名

、
児

童
１

名
　

（
児

童
・
・
・
親

子
で

参
加

）

今
年

度
は

近
年

で
一

番
多

く
参

加
者

が
集

ま
っ

た
。

仕
事

で
英

語
を

使
う

シ
チ

ュ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
想

定
し

た
英

会
話

な
ど

実
践

に
近

い
英

会
話

を
取

り
入

れ
た

の
も

あ
り

、
高

齢
者

以
外

の
参

加
者

も
増

え
た

。

1
4

生
き

が
い

セ
ミ

ナ
ー

「
カ

ラ
オ

ケ
教

室
」

高
齢

者
の

生
き

が
い

が
助

長
さ

れ
る

よ
う

、
町

民
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
技

術
や

知
識

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

2
月

下
旬

～
3
月

上
旬

全
３

回

公
民

館
高

齢
者

ー
に

ち
お

ん
歌

謡
音

楽
学

院
講

師
河

岸
　

利
喜

雄
 氏

カ
ラ

オ
ケ

教
室

・
課

題
曲

を
設

定
す

る
。

1
5

プ
ラ

モ
デ

ル
教

室
青

年
層

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
、

昔
懐

か
し

い
プ

ラ
モ

デ
ル

作
り

を
通

し
て

、
新

し
い

趣
味

作
り

や
地

域
の

繋
が

り
作

り
を

促
進

し
ま

す
。

1
2
月

8
日

公
民

館
全

町
民

児
童

４
名

生
徒

１
人

大
人

５
名

佐
藤

　
健

司
　

氏

プ
ラ

モ
デ

ル
教

室
・
今

年
度

よ
り

ス
タ

ー
ト

。
・
初

心
者

で
も

で
き

る
機

体
を

選
び

、
参

加
者

　
に

作
成

し
て

も
ら

う
際

に
ア

ド
バ

イ
ス

等
を

　
講

師
に

し
て

い
た

だ
く
。

今
年

度
よ

り
ス

タ
ー

ト
し

、
定

員
で

あ
る

１
０

名
が

参
加

し
、

大
人

だ
け

で
な

く
、

子
ど

も
も

参
加

し
て

く
れ

た
（
親

子
で

参
加

や
、

子
ど

も
だ

け
の

参
加

も
あ

っ
た

）
内

容
は

初
心

者
で

も
作

れ
る

簡
単

な
タ

イ
プ

の
物

を
作

り
な

が
ら

講
師

に
わ

か
ら

な
い

と
こ

ろ
を

教
え

て
も

ら
う

方
法

で
、

好
評

だ
っ

た
。

次
年

度
は

３
回

行
い

、
１

回
は

初
心

者
用

、
２

・
３

回
目

は
自

分
の

作
り

た
い

物
を

も
っ

て
き

て
も

ら
う

形
を

と
る

予
定

。

1
6

子
ど

も
見

守
り

サ
ポ

ー
タ

ー
地

域
の

住
民

や
団

体
の

参
画

で
子

ど
も

だ
ち

を
犯

罪
や

交
通

事
故

か
ら

守
り

、
健

や
か

な
成

長
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

通
年

町
内

一
円

成
人

登
録

者
7
5
名

登
録

者
・
登

下
校

時
の

見
守

り
・
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

・
交

通
安

全
啓

発
な

ど

高
齢

化
等

に
よ

り
、

サ
ポ

ー
タ

ー
が

前
年

度
よ

り
減

少
し

た
。

減
少

傾
向

に
あ

る
サ

ポ
ー

タ
ー

の
存

続
が

で
き

る
よ

う
に

、
次

年
度

以
降

は
サ

ポ
ー

タ
ー

の
整

理
と

仕
組

み
作

り
が

急
務

で
あ

る
。

   
エ

ク
セ

ル
の

使
い

方
や

ワ
ー

ド
の

使
い

方
を

聞
き

に
く
る

町
民

へ
使

い
方

を
レ

ク
チ

ャ
ー

し
た

。
次

年
度

も
相

談
が

あ
れ

ば
対

応
す

る
。

5

①
パ

ソ
コ

ン
の

基
本

操
作

②
文

字
入

力
③

ワ
ー

プ
ロ

ソ
フ

ト
の

基
本

操
作

④
表

計
算

ソ
フ

ト
の

基
本

操
作

⑤
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
使

用
方

法
　

な
ど

1

―
随

時
指

導
者

育
成

事
業

の
募

集
要

項
を

関
係

機
関

に
周

知
す

る
。

1
2

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

為
中

止

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

為
中

止

2
3

4
5

1
9

パ
ソ

コ
ン

ヘ
ル

プ
デ

ス
ク

パ
ソ

コ
ン

の
知

識
と

技
術

を
身

近
な

も
の

に
す

る
た

め
、

日
頃

の
疑

問
に

答
え

る
場

を
提

供
し

ま
す

。
通

年
公

民
館

他
一

般
教

育
委

員
会

及
び

地
域

指
導

者
４

名

一
般

バ
レ

ー
少

年
団

―

3
4

実
施

な
し

。

2
3

4

ー

1
2

3

5

1
8

各
種

指
導

者
育

成
講

座

北
海

道
教

育
庁

等
が

主
催

す
る

各
種

指
導

者
育

成
事

業
を

周
知

し
、

参
加

希
望

者
に

助
成

を
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

生
涯

学
習

振
興

の
た

め
に

必
要

な
指

導
者

を
育

成
し

、
人

材
活

用
を

図
り

ま
す

。

通
年

公
民

館
他

一
般

4
5

1
7

学
校

開
放

事
業

町
民

の
学

習
活

動
及

び
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

の
場

と
し

て
開

放
し

、
町

民
の

利
用

を
促

進
し

ま
す

。
通

年
小

学
校

中
学

校

今
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
事

業
で

改
善

セ
ン

タ
ー

の
体

育
館

が
使

用
で

き
な

い
期

間
少

年
団

活
動

等
で

体
育

館
を

利
用

ワ
ク

チ
ン

接
種

で
改

善
セ

ン
タ

ー
体

育
館

が
使

用
で

き
な

い
間

、
小

学
校

で
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
少

年
団

が
練

習
で

き
る

よ
う

調
整

し
た

。

11
2

3
4

5

社
会

教
育

事
業

Ｎ
ｏ

．
４

評
　

　
価

1
2

3
4

5

令
 和

 ３
 年

 度
　

　
　

　
　

北
 竜

 町
 社

 会
 教

 育
 事

 業
 実

 施
 内

 容
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省

　
　

 事
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5
文

化
講

演
会

（
北

海
道

巡
回

小
劇

場
）

舞
台

芸
術

を
鑑

賞
す

る
機

会
の

少
な

い
町

民
に

公
民

館
等

の
身

近
な

会
場

に
お

い
て

、
芸

術
鑑

賞
の

機
会

を
提

供
し

、
豊

か
な

感
性

や
個

性
を

育
み

ま
す

。

1
1
/
2
6

改
善

セ
ン

タ
ー

園
児

小
学

生
中

学
生

一
般

延
べ

1
3
9
名

―
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
「
あ

ら
し

の
よ

る
に

」
公

演
団

体
：
劇

団
さ

っ
ぽ

ろ
※

北
海

道
巡

回
小

劇
場

採
択

園
児

・
児

童
向

け
の

内
容

で
、

園
児

や
児

童
の

反
応

は
良

か
っ

た
が

、
列

の
後

方
で

は
声

が
聞

き
に

く
い

部
分

が
あ

っ
た

り
と

、
体

育
館

で
行

う
際

は
音

響
に

つ
い

て
事

前
に

公
演

団
体

と
打

ち
合

わ
せ

を
し

た
方

が
良

い
。

―

・
町

民
文

化
祭

の
初

日
に

合
わ

せ
、

親
子

で
  

楽
し

め
る

映
画

鑑
賞

を
行

う
。

　
上

映
作

品
は

未
定

。

・
冒

頭
に

は
ノ

ー
ス

ド
ラ

ゴ
ン

に
よ

る
ヒ

ー
ロ

ー
　

シ
ョ

ー
を

実
施

予
定

。

令
 和

 ３
 年

 度
　

　
　

　
　

北
 竜

 町
 社

 会
 教

 育
 事

 業
 実

 施
 内

 容
　

文
化

芸
術

Ｎ
ｏ

．
５

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

為
中

止

評
　

　
価

1
町

民
映

画
会

（
親

子
映

画
鑑

賞
会

）

一
つ

の
作

品
を

多
く
の

人
が

同
時

に
鑑

賞
し

感
動

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
町

民
の

文
化

振
興

を
図

り
ま

す
。

1
1
/
2

改
善

セ
ン

タ
ー

一
般

ー

2
町

民
文

化
祭

日
頃

の
文

化
サ

ー
ク

ル
の

活
動

の
発

表
の

場
と

し
て

、
ま

た
町

民
の

文
化

に
対

す
る

意
識

の
高

揚
を

図
る

場
と

し
て

実
行

委
員

会
を

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

1
1
/
2

1
1
/
3

公
民

館
・

改
善

セ
ン

タ
ー

一
般

大
人

5
名ー

―

・
芸

能
発

表
・
作

品
展

示
・
出

店
販

売
・
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
バ

ザ
ー

の
実

施

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

為
中

止

―

●
近

美
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
　

　
・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
版

画
　

　
・
視

覚
の

魔
法

　
オ

プ
・
ア

ー
ト

　
　

・
近

代
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
ガ

ラ
ス

工
芸

●
富

野
由

悠
季

の
世

界
　

　
・
機

動
戦

士
ガ

ン
ダ

ム
シ

リ
ー

ズ
等

の
ア

ニ
　

　
　

メ
作

品
で

総
監

督
を

務
め

る
富

野
氏

の
　

　
　

世
界

全
体

的
に

大
人

向
け

の
展

示
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、

参
加

者
に

は
今

回
の

企
画

は
好

評
だ

っ
た

。
大

人
の

枠
を

1
0
名

考
え

て
い

た
が

5
名

し
か

参
加

し
て

も
ら

え
な

か
っ

た
の

を
考

え
る

と
、

広
報

の
仕

方
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。

1
3

芸
術

鑑
賞

の
旅

芸
術

・
文

化
の

知
識

を
高

め
る

た
め

に
優

れ
た

芸
術

に
接

す
る

機
会

を
設

け
、

町
民

の
自

主
的

文
化

活
動

の
促

進
を

図
り

ま
す

。
1
1
/
2
7

道
立

近
代

美
術

館
一

般
2

3

44
5

4
児

童
・
生

徒
芸

術
鑑

賞
の

旅
芸

術
文

化
に

触
れ

る
機

会
の

少
な

い
児

童
・
生

徒
に

対
し

、
優

れ
た

芸
術

に
接

す
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
を

図
り

ま
す

。
1
1
/
2
7

道
立

近
代

美
術

館
小

学
4
年

生
～

中
学

生
児

童
1
1
名

5

1
2

3
4

5

1
2

3
―

●
近

美
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
　

　
・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
版

画
　

　
・
視

覚
の

魔
法

　
オ

プ
・
ア

ー
ト

　
　

・
近

代
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
ガ

ラ
ス

工
芸

●
富

野
由

悠
季

の
世

界
　

　
・
機

動
戦

士
ガ

ン
ダ

ム
シ

リ
ー

ズ
等

の
ア

ニ
　

　
　

メ
作

品
で

総
監

督
を

務
め

る
富

野
氏

の
　

　
　

世
界

中
学

生
の

参
加

は
な

く
、

児
童

の
み

の
参

加
と

な
っ

た
が

、
例

年
に

比
べ

る
と

多
く
の

参
加

者
が

集
ま

っ
た

。
児

童
に

は
、

芸
術

作
品

を
見

た
感

想
を

書
け

る
よ

う
バ

イ
ン

ダ
ー

と
メ

モ
用

紙
を

配
り

、
印

象
に

残
っ

た
物

な
ど

を
記

入
し

て
も

ら
っ

た
。

た
だ

内
容

は
大

人
向

け
の

物
が

多
く
、

飽
き

て
し

ま
う

児
童

も
見

ら
れ

た
。
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1
読

み
聞

か
せ

教
室

幼
少

期
か

ら
図

書
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
た

め
、

未
就

学
児

を
対

象
と

し
た

絵
本

等
の

読
み

聞
か

せ
活

動
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

ま
た

、
親

子
の

ふ
れ

あ
い

、
子

ど
も

の
情

緒
教

育
な

ど
家

庭
教

育
の

観
点

か
ら

も
絵

本
を

通
し

て
母

親
を

対
象

に
技

術
を

習
得

し
て

も
ら

い
ま

す
。

3
/
1
9

図
書

館
未

就
学

児
保

護
者

幼
児

8
名

保
護

者
9
名

町
内

の
指

導
者

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー

大
友

優
子

 氏

家
庭

教
育

を
兼

ね
て

幼
児

に
合

わ
せ

た
絵

本
の

選
び

方
、

読
み

聞
か

せ
方

法
等

を
講

習
す

る
。

子
ど

も
の

集
中

力
を

想
定

し
、

例
年

よ
り

3
0分

時
間

を
短

縮
し

て
行

っ
た

。
最

後
ま

で
お

お
む

ね
集

中
し

て
話

し
を

聞
い

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。
ペ

ー
プ

サ
ー

ト
（
紙

人
形

劇
）
は

好
評

だ
っ

た
。

今
回

コ
ロ

ナ
禍

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
日

程
の

調
整

が
難

し
く
、

講
師

の
準

備
時

間
が

短
か

っ
た

と
話

し
が

あ
っ

た
。

次
回

は
１

月
頃

の
開

催
に

向
け

て
早

い
段

階
か

ら
日

程
を

調
整

し
て

い
く
。

2
読

み
聞

か
せ

事
業

工
作

や
読

み
聞

か
せ

を
通

し
て

、
子

ど
も

た
ち

に
図

書
館

へ
の

関
心

を
持

っ
て

も
ら

い
、

ま
た

の
利

用
に

繋
げ

ま
す

。

夏 8
/
6

冬
1
2
/
1
1

図
書

館
小

学
生

中
心

夏
児

童
3
4

学
生

2
大

人
2

冬
児

童
1
2

司
書

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

夏
休

み
、

冬
休

み
期

間
中

に
各

１
回

程
度

工
作

と
読

み
聞

か
せ

を
行

う
。

・
夏

や
す

み
企

画
（
8
/
6
) 

児
童

2
9
名

、
　

高
校

生
3
名

、
大

人
2
名

・
ク

リ
ス

マ
ス

工
作

会
（
1
2
/
1
1
)

　
児

童
1
2
名

、
大

人
7
名

8
/
6
は

、
牛

乳
パ

ッ
ク

ボ
ー

ト
作

り
を

ふ
れ

あ
い

事
業

と
コ

ラ
ボ

開
催

し
、

多
く
の

子
ど

も
に

参
加

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

1
2
/
1
1
ク

リ
ス

マ
ス

工
作

会
は

牛
乳

パ
ッ

ク
ラ

ン
タ

ン
を

作
成

し
、

親
子

で
制

作
体

験
を

行
っ

た
。

3
読

書
週

間
事

業
こ

ど
も

の
読

書
週

間
の

た
め

、
簡

単
な

工
作

や
遊

び
、

読
み

聞
か

せ
を

通
し

て
図

書
館

と
本

に
親

し
ん

で
も

ら
い

ま
す

。

4
月

2
3
日

～
5
月

1
2
日

図
書

館
小

学
生

中
心

延
べ

子
ど

も
２

２
名

大
人

１
４

名

司
書

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

こ
ど

も
の

読
書

週
間

期
間

中
に

２
回

程
度

の
工

作
・
読

み
聞

か
せ

を
行

う
。

工
作

（
ペ

ー
パ

ー
ロ

ー
リ

ン
グ

）
 4

/
2
4
　

1
0
名

（
大

人
６

名
　

子
ど

も
４

名
）

カ
バ

ー
貼

り
体

験
5
/
2
（
2
回

）
延

べ
 大

人
２

名
　

子
ど

も
３

名
大

型
絵

本
読

み
聞

か
せ

 5
/
8
（
2
回

）
延

べ
 大

人
６

名
　

子
ど

も
１

５
名

コ
ロ

ナ
対

策
を

意
識

し
て

少
人

数
で

短
時

間
で

終
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

カ
バ

ー
貼

り
と

、
大

型
絵

本
読

み
聞

か
せ

は
、

そ
れ

ぞ
れ

同
日

に
人

数
を

分
け

て
２

回
開

催
し

、
好

評
だ

っ
た

。

4
リ

サ
イ

ク
ル

事
業

蔵
書

点
検

に
伴

い
休

館
と

な
る

期
間

も
、

町
民

に
本

に
関

し
た

楽
し

み
を

提
供

し
ま

す
。

6
月

8
日

～
6
月

1
3
日

公
民

館
玄

関
ホ

ー
ル

（
図

書
館

入
口

前
）

全
町

民
約

1
0
0
名

-
寄

贈
本

、
保

存
期

間
を

過
ぎ

た
雑

誌
な

ど
を

町
民

に
供

す
る

。

ほ
ぼ

雑
誌

で
、

本
や

絵
本

が
無

か
っ

た
が

、
リ

サ
イ

ク
ル

に
出

し
た

も
の

は
殆

ど
町

民
に

持
っ

て
帰

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

 
5

 図
書

館
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

代
替

：
読

書
週

間
イ

ベ
ン

ト

利
用

者
増

に
繋

げ
、

足
を

運
ん

で
も

ら
う

き
っ

か
け

を
作

る
た

め
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

、
町

民
に

身
近

な
図

書
館

と
な

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

1
0
月

2
7

日 ～
1
1
月

9
日

図
書

館
公

民
館

延
べ

子
ど

も
4
1
名

大
人

1
3
名

司
書

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

1
0
/
2
9
～

1
0
/
3
1

カ
バ

ー
貼

り
体

験
延

べ
　

大
人

５
名

、
子

ど
も

1
1
名

1
1
/
3
　

雑
誌

の
付

録
が

貰
え

る
ジ

ャ
ン

ケ
ン

大
　

　
　

　
会

　
子

ど
も

１
３

名
1
1
/
3
・
1
1
/
6

工
作

・
絵

本
読

み
聞

か
せ

延
べ

　
大

人
８

名
、

子
ど

も
1
7
名

文
化

祭
が

中
止

と
な

っ
た

た
め

、
予

定
し

て
い

た
図

書
館

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
か

ら
読

書
週

間
イ

ベ
ン

ト
に

変
更

し
、

実
施

し
た

。
コ

ロ
ナ

対
策

の
た

め
、

短
時

間
で

各
回

の
参

加
者

数
を

制
限

し
行

っ
た

。
時

間
を

短
く
し

た
分

、
実

施
回

数
を

増
や

し
多

く
の

参
加

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

6
 絵

本
作

家
講

演
会

代
替

：
絵

本
の

原
画

展
絵

本
作

家
直

筆
の

原
画

を
見

て
貰

う
こ

と
で

本
へ

の
興

味
・
関

心
を

高
め

ま
す

。

1
1
月

6
日

～
1
1
月

1
7

日

図
書

館
第

2
研

修
室

全
町

民
約

5
0
名

よ
し

な
が

　
こ

う
た

く
（
原

画
展

）

今
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

講
師

を
招

く
こ

と
が

で
き

な
い

の
で

、
講

演
会

を
や

め
て

、
原

画
展

開
催

に
向

け
調

整
中

。

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
、

予
定

し
て

い
た

講
演

会
か

ら
原

画
展

に
変

更
し

、
実

施
し

た
。

原
画

・
顔

出
し

パ
ネ

ル
を

通
し

て
絵

本
に

興
味

を
持

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

2

5

1
4

5

1
2

33

2
3

4
5

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

評
価

ラ
ン

ク
 　

 5
 ～

 充
分

達
成

し
た

　
  

4
 ～

 概
ね

達
成

し
た

　
  

3
 ～

 や
や

達
成

し
た

 　
 2

 ～
 達

成
に

向
け

て
努

力
し

て
い

る
　

  
1
 ～

 取
り

組
み

な
し

 

1
2

3
4

3
4

1
2

3
4

5

1
4

5

令
 和

 ３
 年

 度
　

　
　

　
　

北
 竜

 町
 社

 会
 教

 育
 事

 業
 実

 施
 内

 容
　

図
書

館
事

業
Ｎ

ｏ
．

６
評

　
　

価

1
2

5

―27―



N
o
.

事
  

  
 業

  
  

 名
趣

旨
（
令

和
3
年

度
推

進
目

標
）
  

  
期

  
日

 
場

  
所

対
  

象
参

加
数

指
 導

 者
 

実
　

　
 　

施
　

　
　

 内
　

　
 　

容
反

　
 　

省
　

　
 事

　
 　

項
  

ﾊ
ﾟｰ

ｿ
ﾅ

ﾙ
ﾄﾚ

ｰ
ﾅ

ｰ

9
名

8
名

9
名

山
田

 道
代

氏

15
名

子
育

て
支

援

計
４

１
名

セ
ン

タ
ー

職
員

町
長

杯
町

民

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

大
会

 教
育

長
杯

争
奪

町
民

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

大
会

議
会

議
長

杯
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
大

会

 

令
　

和
　

３
　

年
　

度
　

　
　

　
　

北
 竜

 町
 社

 会
 体

 育
 事

 業
 実

 施
 内

 容

社
会

体
育

Ｎ
ｏ

．
１

評
　

　
価

1
キ

ッ
ズ

エ
ア

ロ
ビ

ク
ス

近
年

、
子

ど
も

達
の

運
動

能
力

の
低

下
等

が
問

題
視

さ
れ

て
い

る
。

そ
れ

ら
を

改
善

す
る

た
め

に
幼

児
期

よ
り

し
っ

か
り

と
し

た
運

動
を

す
る

事
に

よ
り

、
運

動
神

経
の

基
礎

を
つ

く
っ

て
い

く
こ

と
を

助
長

す
る

。
ま

た
、

集
団

で
行

う
こ

と
に

よ
り

協
調

性
な

ど
の

精
神

面
の

成
長

も
助

長
す

る
。

4/
2
3

6/
2
5

8/
1
3

10
/
5

全
４

回

や
わ

ら
保

育
園

9/
5

40
名

各
大

会
と

も
４

コ
ー

ス
３

６
ホ

ー
ル

に
よ

る
、

ス
ト

ロ
ー

ク
プ

レ
ー

、
男

女
別

個
人

戦
に

て
実

施
。

保
育

園
児

あ
幼

児
と

そ
の

親

や
わ

ら
保

育
園

に
お

い
て

園
児

と
未

入
園

児
の

参
加

親
子

を
対

象
と

し
た

運
動

教
室

。
　

　
　

　
　

　
　

　
年

齢
層

に
応

じ
て

体
に

無
理

の
無

い
運

動
を

積
極

的
に

実
施

。
キ

ッ
ズ

エ
ア

ロ
ビ

ク
ス

①
②

③
④

旭
川

市

中
止

　
名

2

誰
も

が
気

軽
に

、
一

人
で

も
で

き
る

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

を
通

し
て

、
健

康
で

明
る

く
豊

か
な

生
活

を
目

指
す

と
と

も
に

ス
ポ

ー
ツ

に
対

す
る

関
心

を
高

め
、

町
民

の
体

力
の

増
進

と
意

欲
の

向
上

を
図

る
。

ひ
ま

わ
り

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

場
町

民
P

G
協

会

教
育

委
員

会

8/
2
1

45
名

今
年

度
に

つ
い

て
も

旭
川

市
在

住
の

山
田

道
代

氏
に

講
師

を
依

頼
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
若

干
日

程
調

整
を

行
い

、
感

染
に

気
を

付
け

て
実

施
し

た
。

運
動

全
般

の
基

礎
的

な
動

き
が

詰
め

込
ま

れ
て

い
て

、
内

容
も

子
供

達
か

ら
も

楽
し

い
と

好
評

だ
っ

た
。

1
2

議
会

議
長

杯
に

つ
い

て
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

為
中

止
と

し
た

。
町

長
杯

、
教

育
長

杯
に

つ
い

て
は

日
程

を
ず

ら
し

、
感

染
に

十
分

気
を

付
け

大
会

を
行

っ
た

。

1
2

4
5

4
5

3 3

北
海

道
ハ

イ
テ

ク
Ａ

Ｃ
ア

カ
デ

ミ
ー

 陸
上

教
室

・
走

り
の

フ
ォ

ー
ム

や
足

が
速

く
な

る
コ

ツ
を

教
わ

る
。

・
身

体
の

ケ
ア

に
つ

い
て

教
わ

り
、

怪
我

防
止

の
知

識
を

学
ぶ

。

3
陸

上
教

室
ス

ポ
ー

ツ
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
を

招
き

、
運

動
会

・
陸

上
記

録
会

前
に

走
り

方
を

学
び

、
ス

ポ
ー

ツ
に

対
す

る
関

心
を

高
め

、
意

欲
の

向
上

を
図

る
。

5/
1
6

改
善

セ
ン

タ
ー

児
童

・
生

徒

4
夢

の
教

室

「
心

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

活
用

し
、

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

が
夢

を
持

つ
こ

と
の

素
晴

ら
し

さ
や

、
そ

れ
に

向
か

っ
て

努
力

す
る

こ
と

の
大

切
さ

。
失

敗
や

挫
折

に
負

け
な

い
心

の
強

さ
を

講
師

自
身

の
経

験
談

を
元

に
そ

れ
ら

の
大

切
さ

を
学

ぶ
。

10
/2

6
真

竜
小

学
校

児
童

・
生

徒
1

 公
民

館
か

ら
、

眺
望

の
丘

を
往

復
す

る
コ

ー
ス

（
約

10
km

)

 公
民

館
か

ら
ひ

ま
わ

り
の

里
、

金
比

羅
公

園
を

往
復

す
る

コ
ー

ス
（
約

10
km

)

小
・
中

学
生

・
成

人
秋

の
紅

葉
を

堪
能

し
な

が
ら

、
散

策
路

を
ウ

オ
ー

キ
ン

グ
す

る
こ

と
で

、
日

頃
の

運
動

不
足

の
解

消
と

健
康

意
識

の
高

揚
、

健
康

づ
く
り

の
習

慣
化

を
図

る
。

中
止

小
林

　
弥

生
氏

・
対

面
事

業
か

ら
リ

モ
ー

ト
形

式
に

変
更

実
施

　
　

　
　

・
夢

先
生

の
講

話

夢
を

目
標

に
持

つ
こ

と
の

素
晴

ら
し

さ
を

中
心

に
お

話
を

い
た

だ
い

た
。

中
で

も
｢で

き
る

こ
と

が
増

え
る

、
う

れ
し

い
｣の

成
功

体
験

の
積

み
重

ね
を

し
て

欲
し

い
と

い
う

言
葉

は
子

供
や

教
員

の
心

に
響

い
た

と
思

わ
れ

る
。

２
４

名

教
育

委
員

会

3
4

5
2

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

為
中

止
5

フ
ッ

ト
パ

ス

金
比

羅
公

園
の

芝
桜

を
楽

し
み

に
春

の
風

景
を

堪
能

し
な

が
ら

、
散

策
路

を
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
す

る
こ

と
で

、
日

頃
の

運
動

不
足

の
解

消
と

健
康

意
識

の
高

揚
、

健
康

づ
く
り

の
習

慣
化

を
図

る
。

中
止

町
内

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
や

講
師

と
保

育
園

の
都

合
上

で
１

回
の

み
の

実
施

と
な

っ
た

。
水

に
顔

を
つ

け
る

練
習

や
バ

タ
足

の
正

し
い

動
き

の
練

習
を

行
な

っ
た

。
次

第
に

園
児

達
は

水
へ

の
恐

怖
心

を
克

服
し

楽
し

ん
で

い
る

様
子

だ
っ

た
。

1
2

キ
ッ

ズ
ア

ク
ア

水
中

ゲ
ー

ム
な

ど
水

と
親

し
む

こ
と

に
よ

り
、

幼
児

期
よ

り
水

運
動

の
関

心
を

高
め

、
水

の
楽

し
さ

や
水

難
事

故
の

防
止

を
図

り
、

か
つ

、
心

の
発

育
や

健
康

、
体

力
づ

く
り

の
推

進
を

図
る

。

8/
1
2

海
洋

セ
ン

タ
ー

プ
ー

ル

保
育

園
児

（
年

長
・
年

中
）

19
名

B
&
G

ｱ
ｸ
ｱ

ｲ
ﾝ
ｽ

ﾄﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

藤
信

清
彦

氏

 や
わ

ら
保

育
園

園
児

向
け

に
ア

ク
ア

リ
ズ

ム
運

動
を

も
ち

い
て

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
6

3
4

5

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

為
中

止
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趣

旨
（
令

和
3
年

度
推

進
目

標
）
  

  
期

  
日

 
場

  
所

対
  

象
参

加
数

指
 導

 者
 

実
　

　
 　

施
　

　
　

 内
　

　
 　

容
反

　
 　

省
　

　
 事

　
 　

項
  

 

7
/
23

１
１

名

  
7
/
23

１
２

名

7
/
24

２
８

名

  

○
　

海
洋

性
レ

ク
リ

ェ
ー

シ
ョ

ン
体

験

※
　

子
ど

も
会

リ
ー

ダ
ー

キ
ャ

ン
プ

事
業

行
程

Ｎ
ｏ

．
２

令
　

和
　

３
　

年
　

度
　

　
　

　
　

北
 竜

 町
 社

 会
 体

 育
 事

 業
 実

 施
 内

 容

評
　

　
価

7
B

&
G

海
洋

セ
ン

タ
ー

事
業

「
わ

ん
ぱ

く
夏

ま
つ

り
、

水
辺

の
安

全
教

室
」

川
の

危
険

性
を

理
解

し
、

危
険

だ
か

ら
近

づ
か

な
い

の
で

は
な

く
、

子
ど

も
達

自
身

が
「
自

分
の

命
は

自
分

で
守

る
」
と

い
う

意
識

を
身

に
つ

け
、

安
全

で
楽

し
く
川

辺
で

自
然

体
験

活
動

を
行

う
。

7
/
22

恵
岱

別
川

海
洋

セ
ン

タ
ー

プ
ー

ル

小
学

生
、

園
児

39
名

B
&
G

ｱ
ｸ
ｱ

ｲ
ﾝ
ｽ

ﾄﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

藤
信

清
彦

氏

5

 商
工

青
年

部
が

実
施

し
て

い
る

「
川

ま
つ

り
」

 の
中

で
実

施
す

る
。

水
辺

の
安

全
プ

ロ
グ

ラ  ム
（
ラ

イ
フ

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
浮

遊
体

験
、

ス
ロ

ー
 バ

ッ
ク

救
助

実
演

等
）

　
今

年
度

は
恵

岱
別

川
で

稚
魚

を
放

流
し

た
後

に
Ｂ

＆
Ｇ

海
洋

セ
ン

タ
ー

に
移

動
し

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

一
つ

と
し

て
ラ

イ
フ

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
、

ス
ロ

ー
バ

ッ
ク

の
体

験
を

実
施

し
た

。
子

ど
も

た
ち

に
と

っ
て

は
貴

重
な

体
験

に
な

っ
た

。

1
2

3
4

対
象

が
低

学
年

で
あ

る
た

め
、

初
歩

的
な

実
技

指
導

を
実

施
（
小

学
１

・
２

年
生

）

5

3
4

8

初
心

者
水

泳
教

室

初
心

者
水

泳
教

室
で

は
、

水
に

慣
れ

親
し

ん
で

水
へ

の
恐

怖
心

を
無

く
し

、
中

級
者

水
泳

教
室

で
は

、
水

泳
技

術
の

向
上

を
図

る
と

共
に

、
体

力
増

進
・
水

難
事

故
の

危
険

回
避

能
力

を
図

る
。

海
洋

セ
ン

タ
ー

プ
ー

ル
小

学
生

B
&
G

ｱ
ｸ
ｱ

ｲ
ﾝ
ｽ

ﾄﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

藤
信

清
彦

氏

６
チ

ー
ム

中
級

者
水

泳
教

室
対

象
が

高
学

年
で

あ
る

た
め

、
技

術
の

向
上

を
実

技
指

導
。

（
小

学
３

年
生

以
上

）

水
中

レ
ク

リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

大
会

水
中

ゲ
ー

ム
な

ど
水

と
親

し
む

こ
と

に
よ

り
、

海
洋

性
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
関

心
を

高
め

る
と

と
も

に
、

健
康

づ
く
り

や
体

力
づ

く
り

の
推

進
を

図
る

。

プ
ー

ル
周

辺
の

ゴ
ミ

拾
い

を
し

た
後

、
数

種
類

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
競

技
を

実
施

。

3

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

な
ど

も
あ

り
日

程
を

確
保

出
来

な
か

っ
た

為
、

水
泳

教
室

の
開

催
が

１
日

の
み

の
開

催
と

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

水
泳

教
室

で
は

初
級

者
の

１
・
２

年
生

は
泳

ぎ
の

基
礎

と
な

る
、

水
に

顔
を

付
け

る
練

習
や

バ
タ

足
を

小
さ

い
プ

ー
ル

で
練

習
。

中
級

教
室

で
は

ク
ロ

ー
ル

の
基

礎
の

動
き

を
教

え
て

頂
い

た
。

水
中

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

で
は

全
学

年
が

楽
し

め
る

よ
う

な
内

容
と

、
ラ

イ
フ

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
装

着
し

て
浮

遊
体

験
を

実
施

し
、

有
意

義
な

事
業

と
な

っ
た

。

1
2

9
北

竜
町

教
育

長
旗

争
奪

北
空

知
少

年
野

球
大

会

少
年

が
野

球
を

通
し

て
技

術
の

向
上

、
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

大
切

さ
な

ど
を

会
得

す
る

と
共

に
体

力
の

増
進

、
強

い
精

神
力

を
養

い
、

心
身

共
に

健
全

な
少

年
の

育
成

を
図

る
。

７
/
３

１
～

８
／

１
町

営
野

球
場

小
学

生

海
洋

セ
ン

タ
ー

職
員

教
委

職
員

深
川

地
区

軟
式

野
球

連
盟

審
判

団

北
空

知
各

野
球

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
チ

ー
ム

を
招

い
て

大
会

を
実

施
。

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

方
式

に
よ

る
対

戦
。

今
年

は
南

空
知

の
チ

ー
ム

を
招

待
し

、
全

６
チ

ー
ム

参
加

で
の

開
催

と
な

っ
た

。
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

対
策

の
為

、
各

チ
ー

ム
に

検
温

や
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

の
徹

底
を

お
願

い
し

た
り

、
大

会
本

部
に

て
ベ

ン
チ

等
の

消
毒

の
徹

底
を

し
た

。
大

会
当

日
は

天
候

に
も

恵
ま

れ
、

白
熱

し
た

試
合

が
繰

り
広

げ
ら

れ
た

。

1
2

44
5

1
0

Ｂ
＆

Ｇ
海

洋
レ

ク
リ

ェ
ー

シ
ョ

ン
体

験

子
ど

も
達

が
普

段
体

験
す

る
機

会
の

な
い

「
海

洋
性

ﾚ
ｸ
ﾘ
ｪｰ

ｼ
ｮﾝ

」
体

験
を

通
し

て
、

水
遊

び
の

楽
し

さ
を

感
受

さ
せ

、
水

難
事

故
の

防
止

を
図

り
、

子
ど

も
が

成
長

す
る

過
程

で
必

要
な

体
験

の
一

助
と

し
、

ま
た

、
集

団
活

動
で

の
決

ま
り

や
礼

節
、

道
徳

心
を

学
ぶ

こ
と

に
よ

り
、

社
会

性
を

習
得

さ
せ

、
豊

か
な

人
間

性
の

育
成

を
図

る
。

8
/
12

B
&
G

海
洋

セ
ン

タ
ー

小
学

生
高

学
年

２
２

名
5

○
　

礼
節

や
集

団
行

動
の

指
導

　
　

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
一

つ
と

し
て

実
施

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

為
中

止

○
　

カ
ヌ

ー
・
ロ

ー
ボ

ー
ト

教
室

滝
川

市
Ｂ

＆
Ｇ

海
洋

セ
ン

タ
ー

艇
庫

に
て

ペ
ア

カ
ヌ

ー
・
ロ

ー
ボ

ー
ト

体
験

を
行

っ
た

。
共

に
初

体
験

の
子

供
た

ち
が

多
く
　

楽
し

そ
う

な
様

子
で

あ
っ

た
。

ペ
ア

カ
ヌ

ー
・
ロ

ー
ボ

ー
ト

共
に

複
数

人
で

乗
る

た
め

船
の

操
作

に
苦

戦
し

て
い

た
様

子
だ

っ
た

が
、

少
し

づ
つ

要
領

を
つ

か
み

乗
り

こ
な

し
て

い
た

。
そ

の
他

に
水

上
バ

イ
ク

、
川

へ
の

飛
び

込
み

を
体

験
さ

せ
て

頂
き

、
子

ど
も

た
ち

か
ら

は
、

と
て

も
好

評
だ

っ
た

。

1
2

3

８
月

未
定

野
球

少
年

団

未
定

未
定

バ
レ

ー
少

年
団

－
少

年
団

指
導

者
外

北
空

知
管

外
の

少
年

団
チ

ー
ム

に
訪

問
し

、
交

流
試

合
を

実
施

。
1
1

各
少

年
団

交
流

試
合

深
川

管
外

の
普

段
対

戦
す

る
機

会
の

な
い

野
球

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
少

年
団

チ
ー

ム
と

の
親

睦
と

交
流

に
よ

り
、

心
身

の
育

成
と

社
会

性
や

豊
か

な
人

間
形

成
の

育
成

、
技

術
向

上
に

努
め

る
。
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令

和
3
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度
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進
目

標
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期
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場

  
所

対
  

象
参

加
数
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 導

 者
 

実
　

　
 　

施
　

　
　

 内
　

　
 　

容
反

　
 　

省
　

　
 事

　
 　

項
  

 

 「
体

験
の

風
を

お
こ

そ
う

」
運

動
推

進
協

議
 会

の
協

力
を

頂
き

、
親

子
Ｐ

Ｇ
教

室
終

了
後

 
 に

３
大

会
を

開
催

し
、

各
大

会
ご

と
に

賞
状

 ・
メ

ダ
ル

の
授

与
を

実
施

。

 ３
コ

ー
ス

２
７

ホ
ー

ル
に

よ
る

ス
ト

ロ
ー

ク
 

 プ
レ

ー
、

男
女

別
個

人
戦

に
て

実
施

。
 参

加
者

全
員

に
昼

食
の

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
。

 
 ７

種
目

の
レ

ク
リ

ェ
ー

シ
ョ

ン
と

大
抽

選
会

　

 の
実

施
。

 深
川

地
区

各
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
ス

ポ
ー

ツ

 少
年

団
チ

ー
ム

を
招

い
て

大
会

を
実

施
。

 ○
　

ス
キ

ー
の

履
き

方
、

脱
ぎ

方
 ○

　
ス

キ
ー

を
履

い
て

の
歩

行
 

 ○
　

リ
フ

ト
の

乗
り

方
 ○

　
滑

り
方

令
　

和
　

３
　

年
　

度
　

　
　

　
　

北
 竜

 町
 社

 会
 体

 育
 事

 業
 実

 施
 内

 容
Ｎ

ｏ
．

３

1
2

親
子

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

教
室

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
広

く
親

し
ま

れ
て

き
た

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

を
子

ど
も

達
に

も
広

め
、

自
主

性
、

社
会

性
を

培
う

と
と

も
に

、
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
を

通
し

て
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

を
図

る
。

10
/
4

ひ
ま

わ
り

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

場

小
・
中

学
生

と
そ

の
親

 「
体

験
の

風
を

お
こ

そ
う

」
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
大

会

子
ど

も
た

ち
の

健
や

か
な

成
長

に
体

験
が

い
か

に
重

要
で

あ
る

か
を

広
く
家

庭
や

社
会

に
伝

え
、

体
験

活
動

の
推

進
を

図
る

。

2
3

4
5

評
　

　
価

今
年

度
は

親
子

９
組

の
参

加
を

頂
き

、
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

空
知

教
育

局
か

ら
石

川
主

事
が

講
師

と
し

て
来

て
頂

き
、

｢運
動

週
間

の
大

切
さ

｣に
つ

い
て

お
話

を
頂

い
た

。
講

話
終

了
後

２
種

目
の

ミ
ニ

ゲ
ー

ム
と

親
子

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

を
実

施
し

、
親

子
の

絆
を

深
め

楽
し

ん
で

い
る

様
子

で
あ

っ
た

。

３
０

名
教

委
職

員

親
子

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

と
同

時
開

催
の

た
め

３
コ

ー
ス

で
の

開
催

と
し

た
。

今
年

度
は

例
年

用
意

し
て

い
る

昼
食

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
観

点
上

中
止

と
な

っ
た

為
、

閉
会

式
終

了
後

随
時

解
散

と
し

た

11
１

８
名

空
知

教
育

局

教
委

職
員

1
3

レ
ッ

ツ
ゴ

ー
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
大

会

誰
で

も
気

軽
に

で
き

る
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
を

通
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ

に
対

す
る

関
心

を
高

め
、

体
力

の
維

持
増

進
と

と
も

に
健

康
で

明
る

く
豊

か
な

家
庭

生
活

の
一

層
の

向
上

を
図

る
。

10
/
4

ひ
ま

わ
り

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

場
成

　
人

2
3

4
5

1
4

ひ
ま

わ
り

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

（
旧

老
人

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

）

高
齢

者
に

な
る

と
集

団
で

協
力

し
て

活
動

す
る

機
会

が
少

な
く
な

り
が

ち
で

あ
る

。
　

そ
こ

で
、

仲
間

と
目

的
を

持
ち

気
軽

に
楽

し
く
運

動
で

き
る

こ
と

が
こ

れ
か

ら
の

生
活

に
ま

す
ま

す
重

要
に

な
っ

て
く
る

。
　

仲
間

と
と

も
に

楽
し

み
、

交
流

を
図

る
。

11
/1

8
改

善
セ

ン
タ

ー
高

齢
者

６
４

名
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員

参
加

者
を

３
チ

ー
ム

に
分

け
て

、
新

た
に

２
つ

の
新

種
目

を
旧

種
目

と
入

れ
替

え
て

大
会

を
開

催
し

た
。

大
会

で
は

ケ
ガ

人
も

出
ず

に
笑

顔
溢

れ
る

な
か

、
仲

間
と

親
睦

を
深

め
て

い
る

様
子

で
あ

っ
た

。
競

技
終

了
後

、
大

抽
選

会
を

行
っ

た
。

1
2

3
4

5

1
5

北
竜

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

杯
小

学
生

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

北
空

知
管

内
の

小
学

生
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
チ

ー
ム

の
親

睦
と

交
流

を
図

り
、

強
健

な
心

身
の

育
成

と
技

術
の

向
上

に
努

め
る

。
12

/
5

改
善

セ
ン

タ
ー

小
学

生
９

０
名

各
チ

ー
ム

指
導

者
外

全
６

チ
ー

ム
を

招
待

し
大

会
を

開
催

。
新

型
コ

ロ
ナ

対
策

の
為

、
各

チ
ー

ム
に

検
温

や
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

を
お

願
い

し
た

り
、

使
用

し
た

ボ
ー

ル
の

消
毒

な
ど

対
策

を
徹

底
し

て
行

っ
た

。
大

会
は

特
に

怪
我

も
無

く
、

ど
の

試
合

も
白

熱
し

た
試

合
が

繰
り

広
げ

ら
れ

た
。

1
2

3
4

5

1
6

全
町

女
性

レ
ク

リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

大
会

町
内

女
性

が
一

堂
に

会
し

、
相

互
の

親
睦

と
融

和
を

図
り

レ
ク

リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

で
楽

し
み

な
が

ら
交

流
を

図
る

。
11

/2
8

改
善

セ
ン

タ
ー

女
　

性
９

０
名

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

 ６
種

目
の

レ
ク

リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

と
大

抽
選

会
の

実
施

参
加

者
を

４
チ

ー
ム

に
分

け
て

、
今

年
度

新
た

に
２

つ
の

新
種

目
を

旧
種

目
と

入
れ

替
え

て
大

会
を

開
催

し
た

。
ど

の
種

目
も

盛
大

に
盛

り
上

が
っ

た
中

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
終

わ
り

、
各

チ
ー

ム
親

睦
を

深
め

て
い

る
様

子
だ

っ
た

。
競

技
終

了
後

に
大

抽
選

会
を

行
っ

た
。

1

ス
キ

ー
指

導
員

会
指

導
員

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

為
中

止3

1
7

初
心

者
ス

キ
ー

教
室

児
童

数
の

減
少

と
余

暇
時

間
の

過
ご

し
方

の
変

化
に

伴
い

ス
キ

ー
を

す
る

機
会

が
減

っ
て

き
た

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

幼
い

頃
か

ら
ス

キ
ー

に
親

し
み

、
興

味
を

抱
か

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
冬

の
健

康
づ

く
り

と
ス

キ
ー

人
口

の
底

辺
拡

大
を

図
る

。

1
月

町
営

ス
キ

ー
場

保
育

園
年

長
組

・
小

学
１

年
生

4
5

2

3
4

5
1
8

ス
ポ

ー
ツ

教
室

誰
も

が
気

軽
に

で
き

る
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

健
康

な
身

体
づ

く
り

を
助

長
し

、
あ

わ
せ

て
冬

場
の

運
動

不
足

解
消

と
体

力
向

上
を

図
る

。

3/
1
8

改
善

セ
ン

タ
ー

成
　

人
19

名
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
誰

で
も

気
軽

に
参

加
で

き
る

よ
う

な
種

目
の

軽
運

動
を

実
施

。

昨
年

度
に

引
き

続
き

フ
ロ

ア
カ

ー
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。
昨

年
度

よ
り

多
く
の

方
の

参
加

を
頂

き
、

盛
況

の
中

、
競

技
を

終
え

る
こ

と
が

出
来

た
。

1
2

現
地

集
合

→
開

講
式

→
講

話
→

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

の
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

２
種

目
→

親
子

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

（
１

ホ
ー

ル
）
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N
o
.

事
  

  
 業

  
  

 名
趣

旨
（
令

和
3
年

度
推

進
目

標
）
  

  
期

  
日

 
場

  
所

対
  

象
参

加
数

指
 導

 者
 

実
　

　
 　

施
　

　
　

 内
　

　
 　

容
反

　
 　

省
　

　
 事

　
 　

項
  

    

令
　

和
　

３
　

年
　

度
　

　
　

　
　

北
 竜

 町
 社

 会
 体

 育
 事

 業
 実

 施
 内

 容
Ｎ

ｏ
．

４

評
　

　
価

1
9

ヨ
ガ

教
室

適
度

な
運

動
を

継
続

し
て

行
う

こ
と

に
よ

り
冬

期
間

の
運

動
不

足
解

消
・
体

型
維

持
・
血

行
促

進
と

い
っ

た
効

果
を

生
み

、
参

加
者

が
健

康
的

で
生

き
生

き
と

し
た

生
活

が
維

持
で

き
る

よ
う

助
長

す
る

。

2/
16

3/
2

3/
9

公
民

館
成

　
人

19
名

大
矢

江
利

子
氏

ヨ
ガ

教
室

参
加

者
は

講
師

の
指

導
の

も
と

集
中

し
て

ヨ
ガ

に
取

り
組

ん
で

い
た

。
参

加
者

か
ら

の
リ

ク
エ

ス
ト

に
応

じ
た

ス
ト

レ
ッ

チ
も

行
っ

て
お

り
、

充
実

し
た

教
室

に
な

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

1

教
育

委
員

会
フ

ロ
ア

カ
ー

リ
ン

グ
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
為

中
止

2
0

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
普

及
促

進
事

業

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

を
対

象
に

「誰
も

が
楽

し
め

る
ス

ポ
ー

ツ
」
と

し
て

、
幅

広
い

年
齢

層
の

ス
ポ

ー
ツ

ラ
イ

フ
を

豊
か

に
す

る
担

い
手

と
し

て
普

及
さ

せ
て

い
く
。

未
定

改
善

セ
ン

タ
ー

町
民

3
4

5
2

2
1

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
本

部

少
年

が
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
技

術
の

向
上

、
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

大
切

さ
な

ど
を

会
得

す
る

と
共

に
体

力
の

増
進

、
強

い
精

神
力

を
養

い
、

心
身

共
に

健
全

な
青

少
年

の
育

成
を

図
る

。

通
年

各
少

年
団

ラ
ジ

オ
体

操
会

へ
の

支
援

。

少
年

団
活

動
へ

の
支

援
。

（
野

球
・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
少

年
団

）

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

為
中

止
教

育
委

員
会

6
月

1
4
日

～
9
月

1
0
日

ま
で

の
3
ヶ

月
間

雨
天

を
除

き
、

毎
日

朝
6
時

3
0
分

よ
り

実
施

。
一

日
に

１
０

P
の

行
政

ポ
イ

ン
ト

を
付

与
す

る
こ

と
が

町
民

に
浸

透
し

、
例

年
以

上
に

沢
山

の
方

が
継

続
的

に
ラ

ジ
オ

体
操

に
参

加
し

て
頂

け
た

。
最

終
日

に
は

参
加

賞
と

し
て

お
菓

子
と

箱
テ

ィ
ッ

シ
ュ

を
配

布
し

た
。

1

2
3

体
力

・
運

動
能

力
調

査
北

海
道

環
境

生
活

部
ス

ポ
ー

ツ
局

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課
よ

り
、

国
民

の
体

力
・
運

動
能

力
10

月
3

日
改

善
セ

ン
タ

ー

2
2

爽
や

か
ラ

ジ
オ

体
操

会

ラ
ジ

オ
体

操
は

何
の

気
兼

ね
も

無
く
「
誰

で
も

で
き

る
体

操
」
と

し
て

一
般

的
に

広
く
知

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

早
朝

の
ラ

ジ
オ

体
操

を
生

活
習

慣
の

ひ
と

つ
と

し
て

活
用

し
て

も
ら

い
健

康
増

進
を

図
る

。

6
月

1
4

日 ～
9
月

1
0

日

公
民

館
前

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

評
価

ラ
ン

ク
 　

 5
 ～

 充
分

達
成

し
た

　
  

4
 ～

 概
ね

達
成

し
た

　
  

3
 ～

 や
や

達
成

し
た

 　
 2

 ～
 達

成
に

向
け

て
努

力
し

て
い

る
　

  
1
 ～

 取
り

組
み

な
し

５
名

教
育

委
員

会

握
力

、
上

体
起

こ
し

、
長

座
体

前
屈

、
反

復
横

跳
び

、
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

、
立

ち
幅

跳
び

　
　

　
　

　
　

（
６

分
間

歩
行

、
１

０
ｍ

障
害

物
歩

行
）

今
年

度
は

該
当

年
齢

者
５

名
の

方
に

依
頼

し
て

調
査

を
実

施
。

当
日

は
怪

我
も

な
く
、

１
時

間
程

度
で

無
事

に
調

査
は

終
了

し
た

。

2
3

4
5

2
1

対
象

年
齢

者
3

4
5

全
町

民
延

べ
2
,7

5
6

名

ラ
ジ

オ
体

操
愛

好
者
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令和４年度（令和３年度事業） 

 

１．外部評価（活動評価委員）意見総評  

 

 １）学校教育の充実について 

  ・児童生徒の学力向上は、教職員の資質面の向上が重要であり、教育振興会や各種研修 

  等により更なる資質向上に努めていただきたい。 

 

  ・ＧＩＧＡスクール構想により導入した一人一台端末（タブレット）の積極的な活用と 

  効果的な運用を今後も進めていただきたい。 

 

  ・英語指導助手（ＡＬＴ）や小学校へ外部人材英語講師の配置、また、中学校英語教師

の乗り入れ授業、更には公設学習塾（英語）の開講など外国語教育の充実に対し、引き

続き努めていただきたい。 

 

  ・きめ細やかな教育の実践として、学習支援員及び特別支援教育支援員の配置や町独自

による臨時教員の採用など、今後も努めていただきたい。 

 

  ・スクールバスの運用について、計画的な車両更新を含めた今後の検討を町部局と連携

し進めると共に、見守りサポーター事業の再建を考慮しつつ、児童生徒の通学路の安全

確保に努めていただきたい。 

 

  ・地学協働活動を視野に入れ、地域における学識経験者の方に協力いただき人材バンク

を制作するなど、コミュニティ・スクール等において協議を進め、本町の特色や資源を

有効に活用した学習活動の推進に努めていただきたい。 

 

  ・給食費全額助成など、引き続き保護者の負担軽減となる各種支援事業を継続していた

だきたい。 

 

 ２）生涯学習の推進について 

  ・第６次北竜町社会教育中期計画が次年度最終年となり、各種事業等における執行状況

等について十分に精査するなど、次期計画の策定に向け進めていただきたい。 

 

 ３）社会教育の充実について 

  ・アンケート調査等を行い町民の声や学習に対するニーズを把握し、公民館講座の継続

や、新たな講座開設に向けた取り組みを進めていただきたい。 

 

  ・体育事業では、フロアカーリング等の軽スポーツにおける大会を開催するなど、全年

代が一緒に楽しめるスポーツ普及に努めていただきたい。 

 

 ４）その他 

  ・各学校を含めた教育委員会所管施設の多くは老朽化が見受けられる中、ここ数年は修

繕費用も増えている傾向にある。 各施設の建て替えや改修等を計画的、そして効率的

に進め町民が安全かつ快適に利用できる環境整備に努めていただきたい。 
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